
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

岡

山

県

牛

窓

ヨ

ッ

ト

ハ

ー

バ

ー

の

指

定

管

理

者

港

湾

課

の

指

定

担

当

課

（

室

）

○

県

営

住

宅

の

指

定

管

理

者

の

指

定

住

宅

課

目

次

○

決

算

の

要

領

会

計

課

【

告

示

】

【

公

告

】

○

岡

山

県

岡

山

国

際

交

流

セ

ン

タ

ー

の

指

定

管

理

国

際

課

○

地

方

独

立

行

政

法

人

岡

山

県

精

神

科

医

療

セ

ン

健

康

推

進

課

者

の

指

定

タ

ー

第

四

期

中

期

目

標

の

公

表

○

犬

養

木

堂

記

念

館

の

指

定

管

理

者

の

指

定

文

化

振

興

課

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

○

岡

崎

嘉

平

太

記

念

館

の

指

定

管

理

者

の

指

定

〃

○

土

地

収

用

法

に

基

づ

く

立

入

り

の

許

可

監

理

課

○

岡

山

武

道

館

の

指

定

管

理

者

の

指

定

ス

ポ

ー

ツ

振

興

課

○

〃

〃

○

岡

山

県

津

山

総

合

体

育

館

等

の

指

定

管

理

者

の

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

指

定

の

完

了

○

岡

山

県

美

作

ラ

グ

ビ

ー

・

サ

ッ

カ

ー

場

の

指

定

〃

○

〃

〃

管

理

者

の

指

定

○

落

札

者

等

の

決

定

用

度

課

○

岡

山

県

備

前

テ

ニ

ス

セ

ン

タ

ー

の

指

定

管

理

者

〃

○

〃

〃

の

指

定

○

〃

警

察

本

部

会

計

課

【

企

業

局

】

○

岡

山

県

津

山

陸

上

競

技

場

の

指

定

管

理

者

の

指

〃

定

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

総

務

企

画

課

【

人

事

委

員

会

】

○

岡

山

県

テ

ク

ノ

サ

ポ

ー

ト

岡

山

の

指

定

管

理

者

産

業

振

興

課

の

指

定

○

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

及

び

休

暇

に

関

す

る

人

事

委

員

会

○

岡

山

県

立

青

少

年

農

林

文

化

セ

ン

タ

ー

三

徳

園

農

産

課

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

の

指

定

管

理

者

の

指

定

○

会

計

年

度

任

用

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

及

び

〃

○

岡

山

県

立

森

林

公

園

の

指

定

管

理

者

の

指

定

林

政

課

休

暇

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

選

考

を

任

命

権

者

に

委

任

す

る

職

の

範

囲

〃

○

総

合

グ

ラ

ウ

ン

ド

等

の

指

定

管

理

者

の

指

定

都

市

計

画

課

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

令和３年１２月２４日 第１２３５６号



令和３年１２月２４日 第１２３５６号

担

当

課

（

室

）

担

当

課

（

室

）

目

次

目

次

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

【

監

査

公

表

】

○

令

和

三

年

度

の

監

査

の

結

果

の

公

表

監

査

事

務

局

【

正

誤

】

○

不

在

者

投

票

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

施

設

の

指

選

挙

管

理

委

員

会

定

の

一

部

改

正

の

正

誤

（

県

例

規

集

登

載

）



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
六
号

岡
山
県
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
七
年
岡
山
県
条
例
第
七
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

岡
山
市
北
区
奉
還
町
二
丁
目
二
番
一
号

岡
山
県
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

二

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

岡
山
市
北
区
奉
還
町
二
丁
目
二
番
一
号

一
般
財
団
法
人
岡
山
県
国
際
交
流
協
会

代
表
理
事

野
﨑

泰
彦

三

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
七
号 

 

岡
山
県
犬
養
木
堂
記
念
館
条
例
（
平
成
五
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
八
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 
 

隆 
 

 

太 

一 

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設 

 
 

岡
山
市
北
区
川
入
一
〇
二
番
地
一 

 
 

犬
養
木
堂
記
念
館 

二 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

 
 

岡
山
市
北
区
表
町
一
丁
目
七
番
一
五
号 

 
 

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
郷
土
文
化
財
団 

 
 
 

理
事
長 

石
井 

清
裕 

三 

指
定
の
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

           
 

 

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
八
号 

 

岡
山
県
岡
崎
嘉
平
太
記
念
館
条
例
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 
 

隆 
 

 

太 

一 

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設 

 
 

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
吉
川
四
八
六
〇
番
地
六 

 
 

岡
崎
嘉
平
太
記
念
館 

二 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

 
 

岡
山
市
北
区
表
町
一
丁
目
七
番
一
五
号 

 
 

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
郷
土
文
化
財
団 

 
 
 

理
事
長 

石
井 

清
裕 

三 

指
定
の
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

           
 

 

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
九
号 

 

岡
山
武
道
館
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設 

 
 

岡
山
市
北
区
い
ず
み
町
二
番
一
―
八
号 

 
 

岡
山
武
道
館 

二 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

 
 

岡
山
市
北
区
い
ず
み
町
二
番
一
―
八
号 

 
 

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
武
道
振
興
会 

 
 

理
事
長 

山
本
晋
一
郎 

三 

指
定
の
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
号 

 

岡
山
県
津
山
体
育
館
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
岡
山
県
条
例
第
六
十
六
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

 

一 

岡
山
県
津
山
総
合
体
育
館 

１ 

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設 

 
 

 

津
山
市
山
北
六
六
九
番
地 

 
 

 

岡
山
県
津
山
総
合
体
育
館 

２ 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

 
 

 

津
山
市
山
北
五
二
〇
番
地 

 
 

 

津
山
市 

 
 

 

津
山
市
長 

谷
口 

圭
三 

３ 

指
定
の
期
間 

 
 

 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 
 

 

二 

岡
山
県
津
山
東
体
育
館 

１ 

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設 

 
 

 

津
山
市
林
田
一
二
〇
〇
番
地
二 

 
 

 

岡
山
県
津
山
東
体
育
館 

２ 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

 
 

 

津
山
市
山
北
五
二
〇
番
地 

 
 

 

津
山
市 

 
 

 

津
山
市
長 

谷
口 

圭
三 

３ 

指
定
の
期
間 

 
 

 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
一
号 

 

岡
山
県
美
作
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
七
号
）
第
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設 

 
 

美
作
市
入
田
四
三
六
番
地
三 

 
 

岡
山
県
美
作
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場 

二 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

 
 

美
作
市
栄
町
三
八
番
地
二 

 
 

美
作
市 

 
 

美
作
市
長 

萩
原 

誠
司 

三 

指
定
の
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
二
号 

 

岡
山
県
備
前
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
三
年
岡
山
県
条
例
第
十
二
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設 

 
 

備
前
市
久
々
井
七
四
七
番
地 

 
 

岡
山
県
備
前
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー 

二 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

 
 

備
前
市
東
片
上
一
二
六
番
地 

 
 

備
前
市 

 
 

備
前
市
長 

村 

武
司 

三 

指
定
の
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
三
号 

 

岡
山
県
津
山
陸
上
競
技
場
条
例
（
平
成
六
年
岡
山
県
条
例
第
十
四
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設 

 
 

津
山
市
志
戸
部
二
四
五
番
地 

 
 

岡
山
県
津
山
陸
上
競
技
場 

二 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

 
 

津
山
市
山
北
五
二
〇
番
地 

 
 

津
山
市 

 
 

津
山
市
長 

谷
口 

圭
三 

三 

指
定
の
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
四
号 

 

岡
山
県
テ
ク
ノ
サ
ポ
ー
ト
岡
山
条
例
（
平
成
七
年
岡
山
県
条
例
第
九
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設 

 
 

岡
山
市
北
区
芳
賀
五
三
〇
一
番
地 

 
 

岡
山
県
テ
ク
ノ
サ
ポ
ー
ト
岡
山 

二 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

 
 

岡
山
市
北
区
芳
賀
五
三
〇
一
番
地 

 
 

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
産
業
振
興
財
団 

 
 

理
事
長 

佐
藤 

兼
郎 

三 

指
定
の
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
五
号

岡
山
県
立
青
少
年
農
林
文
化
セ
ン
タ
ー
三
徳
園
条
例
（
昭
和
四
十
三
年
岡
山
県
条
例
第
十
二
号
）
第

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

岡
山
市
東
区
竹
原
五
〇
五
番
地

岡
山
県
立
青
少
年
農
林
文
化
セ
ン
タ
ー
三
徳
園

二

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

公
益
財
団
法
人
岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
財
団

理
事
長

京

博
司

三

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
六
号

岡
山
県
立
森
林
公
園
条
例
（
昭
和
五
十
年
岡
山
県
条
例
第
十
四
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

苫
田
郡
鏡
野
町
羽
出
及
び
上
齋
原
地
内

岡
山
県
立
森
林
公
園

二

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

苫
田
郡
鏡
野
町
上
齋
原
四
〇
九
番
地

一
般
財
団
法
人
上
齋
原
振
興
公
社

理
事
長

山
崎

親
男

三

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
富
西
谷
字
立
尾
二
四
七
九
の
一
、
二
四
八
三
の
二
か
ら
二
四
八
三
の
六
ま
で

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡
野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
八
号

岡
山
県
立
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
条
例
第
三
十
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

岡
山
市
北
区
い
ず
み
町
二

一
他

－

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

岡
山
市
北
区
い
ず
み
町
二
番
一

十
一
号

－

岡
山
県
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
・
チ
ー
ム
岡
山

代
表
者

房
野

文
彦

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二

倉
敷
ス
ポ
ー
ツ
公
園

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

倉
敷
市
中
庄
三
二
五
〇

一
番
地

－

倉
敷
ス
ポ
ー
ツ
公
園

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

倉
敷
市
中
庄
三
二
五
〇

一
番
地

－

公
益
財
団
法
人
倉
敷
ス
ポ
ー
ツ
公
園

理
事
長

松
尾

茂
樹

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
三
十
九
号 

 

岡
山
県
牛
窓
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
条
例
（
昭
和
六
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
六
号
）
第
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設 

 
 

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
五
四
一
四
番
地
の
七 

 
 

岡
山
県
牛
窓
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー 

二 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

 
 

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
五
四
一
四
番
地
の
七 

 
 

一
般
財
団
法
人
岡
山
県
牛
窓
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会 

 
 
 

代
表
理
事 

岡
﨑 

 

彬 

三 

指
定
の
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
十
号

（

）

、

岡
山
県
営
住
宅
条
例

平
成
九
年
岡
山
県
条
例
第
三
十
九
号

第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

県
営
住
宅
原
尾
島
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

岡
山
市
中
区
原
尾
島
二
丁
目

県
営
住
宅
原
尾
島
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二

県
営
住
宅
光
ヶ
丘
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

岡
山
市
中
区
湊
四
五
一
番
地

県
営
住
宅
光
ヶ
丘
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

県
営
住
宅
東
岡
山
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

岡
山
市
中
区
長
岡

県
営
住
宅
東
岡
山
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

県
営
住
宅
西
大
寺
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

岡
山
市
東
区
可
知

県
営
住
宅
西
大
寺
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

五

県
営
住
宅
芳
賀
佐
山
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

岡
山
市
北
区
芳
賀

県
営
住
宅
芳
賀
佐
山
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

六

県
営
住
宅
う
ら
や
す
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

岡
山
市
南
区
浦
安
本
町
九
四
番
地
の
一
四

県
営
住
宅
う
ら
や
す
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

七

県
営
住
宅
築
港
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

玉
野
市
築
港
二
丁
目
二
五
番

県
営
住
宅
築
港
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

八

県
営
住
宅
玉
大
池
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

玉
野
市
玉
原
二
丁
目
一
五
番

県
営
住
宅
玉
大
池
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

九

県
営
住
宅
玉
原
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

玉
野
市
玉
原
二
丁
目
八
番
ほ
か

県
営
住
宅
玉
原
団
地

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十

県
営
住
宅
伊
部
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

備
前
市
伊
部
九
〇
番
地

県
営
住
宅
伊
部
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
一

県
営
住
宅
山
陽
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

赤
磐
市
山
陽

県
営
住
宅
山
陽
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二

県
営
住
宅
泉
団
地
（
修
繕
業
務
等
に
限
る

）
。

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

和
気
郡
和
気
町
泉
二
五
〇
番
地

県
営
住
宅
泉
団
地
（
修
繕
業
務
等
に
限
る

）
。

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
三

県
営
住
宅
泉
団
地
（
修
繕
業
務
等
を
除
く

）
。

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

和
気
郡
和
気
町
泉
二
五
〇
番
地

県
営
住
宅
泉
団
地
（
修
繕
業
務
等
を
除
く

）
。

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

和
気
郡
和
気
町
尺
所
五
五
五
番
地

和
気
町

和
気
町
長

草
加

信
義

３

指
定
の
期
間

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
四

県
営
住
宅
老
松
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

倉
敷
市
老
松
町
三
丁
目
二
番

県
営
住
宅
老
松
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
五

県
営
住
宅
中
庄
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

倉
敷
市
中
庄
団
地

県
営
住
宅
中
庄
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
六

県
営
住
宅
笹
沖
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

倉
敷
市
笹
沖
八
八
番
地

県
営
住
宅
笹
沖
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
七

県
営
住
宅
中
洲
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

倉
敷
市
安
江
五
五
〇
番
地
の
一

県
営
住
宅
中
洲
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
八

県
営
住
宅
菰
池
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

倉
敷
市
菰
池
二
丁
目
三
番

県
営
住
宅
菰
池
団
地
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２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
九

県
営
住
宅
中
山
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

倉
敷
市
児
島
小
川
一
〇
丁
目

県
営
住
宅
中
山
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
十

県
営
住
宅
長
尾
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

倉
敷
市
玉
島
爪
崎
五
六
五
番
地
の
一

県
営
住
宅
長
尾
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
十
一

県
営
住
宅
富
田
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

倉
敷
市
玉
島
八
島
一
七
九
〇
番
地
の
二

県
営
住
宅
富
田
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
十
二

県
営
住
宅
柏
島
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

倉
敷
市
玉
島
柏
島
四
三
四
八
番
地

県
営
住
宅
柏
島
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間
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令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
十
三

県
営
住
宅
総
社
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

総
社
市
中
央
一
丁
目
一
九
番

県
営
住
宅
総
社
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
十
四

県
営
住
宅
総
社
泉
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

総
社
市
泉
五
番
地
の
三
一

県
営
住
宅
総
社
泉
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
十
五

県
営
住
宅
津
山
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

津
山
市
林
田
一
九
〇
九
番
地

県
営
住
宅
津
山
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
十
六

県
営
住
宅
林
田
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

津
山
市
林
田
一
九
〇
八
番
地
二

県
営
住
宅
林
田
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
十
七

県
営
住
宅
河
辺
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

津
山
市
河
辺
七
二
三
番
地

県
営
住
宅
河
辺
団
地
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２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
十
八

県
営
住
宅
高
野
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

津
山
市
高
野
山
西
四
二
四
番
地

県
営
住
宅
高
野
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
十
九

県
営
住
宅
佐
良
山
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

津
山
市
一
方
二
八
五
番
地

県
営
住
宅
佐
良
山
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
四
丁
目
一
〇
番
一
号

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

雜
賀

克

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三
十

県
営
住
宅
笠
岡
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

笠
岡
市
富
岡
一
八
二
番
地
の
一

県
営
住
宅
笠
岡
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

笠
岡
市
中
央
町
一
番
地
の
一

笠
岡
市

笠
岡
市
長

小
林

嘉
文

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三
十
一

県
営
住
宅
井
原
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

井
原
市
井
原
町
一
四
〇
二
番
地
の
二

県
営
住
宅
井
原
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

井
原
市
井
原
町
三
一
一
番
地
一

井
原
市

井
原
市
長

大
舌

勲

３

指
定
の
期
間
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令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三
十
二

県
営
住
宅
勝
間
田
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

勝
田
郡
勝
央
町
勝
間
田
三
二
番
地
三

県
営
住
宅
勝
間
田
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

勝
田
郡
勝
央
町
勝
間
田
二
〇
一
番
地

勝
央
町

勝
央
町
長

水
嶋

淳
治

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三
十
三

県
営
住
宅
吉
備
高
原
団
地

１

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
野
二
四
七
〇
番
地
四

県
営
住
宅
吉
備
高
原
団
地

２

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
豊
野
一
番
地
二

吉
備
中
央
町

吉
備
中
央
町
長

山
本

雅
則

３

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
十
一
号 

 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
二
日
に
岡
山
県
議
会
定
例
会
で
議
決
を
経
た
決
算
の
要
領
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
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令和２年度　一般会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 県 税 231,105,573,780
１ 県 民 税 61,635,590,727
２ 事 業 税 47,745,906,715
３ 地 方 消 費 税 67,752,195,842
４ 不 動 産 取 得 税 4,851,183,384
５ 県 た ば こ 税 1,924,442,695
６ ゴ ル フ 場 利 用 税 626,952,575
７ 軽 油 引 取 税 19,050,824,335
８ 自 動 車 税 26,899,434,728
９ 鉱 区 税 10,736,400
10 狩 猟 税 16,943,300
11 産 業 廃 棄 物 処 理 税 533,938,060
12 旧 法 に よ る 税 57,425,019

２ 地 方 消 費 税 81,671,556,625
清 算 金 １ 地 方 消 費 税 清 算 金 81,671,556,625

３ 地 方 譲 与 税 30,097,619,009
１ 特 別 法 人 事 業 譲 与 税 27,346,728,000
２ 地 方 揮 発 油 譲 与 税 2,366,314,000
３ 石 油 ガ ス 譲 与 税 79,060,000
４ 自 動 車 重 量 譲 与 税 172,659,000
５ 地 方 道 路 譲 与 税 9
６ 森 林 環 境 譲 与 税 117,954,000
７ 航 空 機 燃 料 譲 与 税 14,904,000

４ 地 方 特 例 交 付 金 1,216,087,000
１ 地 方 特 例 交 付 金 1,216,087,000

５ 地 方 交 付 税 162,540,334,000
１ 地 方 交 付 税 162,540,334,000

６ 交 通 安 全 対 策 379,349,000
特 別 交 付 金 １ 交通安全対策特別交付金 379,349,000

７ 分担金及び負担金 4,745,557,819
１ 負 担 金 4,745,557,819

８ 使用料及び手数料 9,279,449,146
１ 使 用 料 6,392,336,802
２ 手 数 料 2,887,112,344

９ 国 庫 支 出 金 169,985,459,817
１ 国 庫 負 担 金 35,071,571,509
２ 国 庫 補 助 金 133,397,606,076
３ 委 託 金 1,516,282,232

10 財 産 収 入 2,433,522,424
１ 財 産 運 用 収 入 848,787,077
２ 財 産 売 払 収 入 1,584,735,347

11 寄 附 金 216,825,460
１ 寄 附 金 216,825,460

12 繰 入 金 6,652,586,142
１ 特 別 会 計 繰 入 金 1,183,649,382
２ 基 金 繰 入 金 5,467,341,760
３ 企 業 会 計 繰 入 金 1,595,000

歳　　　　　　　　入

款 項 決　算　額
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13 諸 収 入 12,739,575,076
１ 延滞金，加算金及び過料等 321,352,678
２ 県 預 金 利 子 3,932,391
３ 貸 付 金 元 利 収 入 240,469,755
４ 受 託 事 業 収 入 2,324,410,504
５ 収 益 事 業 収 入 2,746,108,296
６ 利 子 割 精 算 金 収 入 0
７ 雑 入 7,103,301,452

14 県 債 112,293,403,666
１ 県 債 112,293,403,666

15 繰 越 金 5,018,660,852
１ 繰 越 金 5,018,660,852

１ 議 会 費 1,474,439,578
１ 議 会 費 1,474,439,578

２ 総 務 費 43,948,479,374
１ 総 務 管 理 費 17,615,815,495
２ 企 画 費 4,056,367,715
３ 地 方 振 興 費 2,838,679,803
４ 徴 税 費 8,955,519,213
５ 市 町 村 振 興 費 961,223,411
６ 選 挙 費 765,429,270
７ 統 計 調 査 費 1,110,272,702
８ 県 民 生 活 費 2,029,169,369
９ 防 災 費 1,482,016,979
10 環 境 費 3,845,050,649
11 人 事 委 員 会 費 125,226,728
12 監 査 委 員 費 163,708,040

３ 民 生 費 129,606,641,775
１ 社 会 福 祉 費 104,642,855,230
２ 児 童 福 祉 費 22,921,199,947
３ 生 活 保 護 費 994,809,388
４ 災 害 救 助 費 1,047,777,210

４ 衛 生 費 57,856,724,976
１ 公 衆 衛 生 費 48,073,571,185
２ 環 境 衛 生 費 1,612,014,087
３ 保 健 所 費 2,167,467,474
４ 医 薬 費 6,003,672,230

５ 労 働 費 1,312,188,304
１ 労 政 費 381,944,440
２ 職 業 訓 練 費 827,305,337
３ 労 働 委 員 会 費 102,938,527

６ 農 林 水 産 業 費 37,953,172,130
１ 農 業 費 9,438,168,466
２ 畜 産 業 費 4,474,962,779
３ 農 地 費 14,069,103,260
４ 林 業 費 8,824,727,271
５ 水 産 業 費 1,146,210,354

歳　　　入　　　合　　　計 830,375,559,816

歳　　　　　　　　出

款 項 決　算　額
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７ 商 工 費 24,616,216,765
１ 商 業 費 11,851,152,391
２ 工 鉱 業 費 12,245,789,130
３ 観 光 費 519,275,244

８ 土 木 費 80,989,347,652
１ 土 木 管 理 費 6,878,853,090
２ 道 路 橋 り よ う 費 31,132,292,061
３ 河 川 海 岸 費 31,440,388,925
４ 港 湾 費 7,704,802,892
５ 都 市 計 画 費 2,639,587,764
６ 住 宅 費 1,193,422,920

９ 警 察 費 50,050,519,137
１ 警 察 管 理 費 49,155,960,069
２ 警 察 活 動 費 894,559,068

10 教 育 費 147,830,993,109
１ 教 育 総 務 費 31,089,959,359
２ 小 学 校 費 38,754,851,215
３ 中 学 校 費 21,810,545,193
４ 高 等 学 校 費 37,791,876,728
５ 特 別 支 援 学 校 費 13,102,380,251
６ 大 学 費 2,230,675,599
７ 社 会 教 育 費 2,113,000,364
８ 保 健 体 育 費 937,704,400

11 災 害 復 旧 費 10,858,475,897
１ 農林水産施設災害復旧費 2,016,596,339
２ 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 7,367,007,558
３ 一 般 施 設 災 害 復 旧 費 1,474,872,000

12 公 債 費 102,419,560,577
１ 公 債 費 102,419,560,577

13 諸 支 出 金 122,060,754,613
１ 地 方 消 費 税 清 算 金 68,661,198,625
２ 個人県民税所得割交付金 107,621,000
３ 利 子 割 交 付 金 265,823,000
４ 配 当 割 交 付 金 1,329,393,000
５ 株式等譲渡所得割交付金 1,161,778,000
６ 法 人 事 業 税 交 付 金 2,193,112,000
７ 地 方 消 費 税 交 付 金 41,354,953,000
８ ゴルフ場利用税交付金 421,295,994
９ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 0
10 環 境 性 能 割 交 付 金 713,581,994
11 軽 油 引 取 税 交 付 金 5,707,279,000
12 利 子 割 精 算 金 0
13 産業廃棄物処理税交付金 144,719,000

14 予 備 費 0
１ 予 備 費 0

歳入歳出差引残額 19,398,045,929 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

歳　　　出　　　合　　　計 810,977,513,887
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令和２年度　岡山県母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 繰 入 金 3,704,784
１ 一 般 会 計 繰 入 金 3,704,784

２ 繰 越 金 119,139,993
１ 繰 越 金 119,139,993

３ 諸 収 入 59,503,463
１ 県 預 金 利 子 4,864
２ 貸 付 金 元 利 収 入 59,073,382
３ 雑 入 425,217

１ 民 生 費 62,600,768
１ 児 童 福 祉 費 62,600,768

歳入歳出差引残額 119,747,472 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

182,348,240

歳　　　　　　　　出

款 項 決　算　額

歳　　　出　　　合　　　計 62,600,768

歳　　　　　　　　入

款 項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計
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令和２年度　岡山県国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 分担金及び負担金 46,408,686,320
１ 負 担 金 46,408,686,320

２ 国 庫 支 出 金 51,512,937,516
１ 国 庫 負 担 金 35,518,643,516
２ 国 庫 補 助 金 15,994,294,000

３ 前期高齢者交付金 64,578,389,956
１ 前 期 高 齢 者 交 付 金 64,578,389,956

４ 共 同 事 業 交 付 金 244,330,286
１ 共 同 事 業 交 付 金 244,330,286

５ 財 産 収 入 3,241,495
１ 財 産 運 用 収 入 3,241,495

６ 繰 入 金 10,131,889,663
１ 一 般 会 計 繰 入 金 10,040,391,675
２ 基 金 繰 入 金 91,497,988

７ 繰 越 金 7,815,126,365
１ 繰 越 金 7,815,126,365

８ 諸 収 入 382,409,212
１ 雑 入 381,908,730
２ 県 預 金 利 子 500,482

９ 療養給付費等交付金 58,810,973
１ 療 養 給 付 費 等 交 付 金 58,810,973

１ 総 務 費 59,917,101
１ 総 務 管 理 費 59,072,508
２ 運 営 協 議 会 費 844,593

２ 保険給付費等交付金 138,619,937,556
１ 保 険 給 付 費 等 交 付 金 138,619,937,556

３ 後期高齢者支援金等 22,250,836,466
１ 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 22,250,836,466

４ 前期高齢者納付金等 40,596,359
１ 前 期 高 齢 者 納 付 金 等 40,596,359

５ 介 護 納 付 金 7,019,268,217
１ 介 護 納 付 金 7,019,268,217

６ 病床転換支援金等 129,106
１ 病 床 転 換 支 援 金 等 129,106

歳　　　　　　　　入

款 項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計 181,135,821,786

歳　　　　　　　　出

款 項 決　算　額
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７ 共 同 事 業 拠 出 金 225,240,906
１ 共 同 事 業 拠 出 金 225,240,906

８ 基 金 支 出 金 7,719,988
１ 基 金 支 出 金 7,719,988

９ 保 健 事 業 費 36,006,007
１ 保 健 事 業 費 36,006,007

10 基 金 積 立 金 3,241,495
１ 基 金 積 立 金 3,241,495

11 諸 支 出 金 2,014,279,548
１ 償 還 金 2,014,279,548

12 繰 出 金 14,222,000
１ 繰 出 金 14,222,000

歳入歳出差引残額 10,844,427,037 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

歳　　　出　　　合　　　計 170,291,394,749

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



令和２年度　岡山県営食肉地方卸売市場特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 使用料及び手数料 81,726,113
１ 使 用 料 81,726,113

２ 財 産 収 入 0
１ 財 産 売 払 収 入 0

３ 繰 入 金 956,892,016
１ 一 般 会 計 繰 入 金 956,892,016

４ 繰 越 金 1,815,924
１ 繰 越 金 1,815,924

５ 諸 収 入 22,317,211
１ 雑 入 22,317,211

６ 県 債 49,800,000
１ 県 債 49,800,000

１ 農 林 水 産 業 費 1,098,433,632
１ 畜 産 業 費 671,321,616
２ 公 債 費 427,112,016

歳入歳出差引残額 14,117,632 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

款 項 決　算　額

歳　　　出　　　合　　　計 1,098,433,632

歳　　　入　　　合　　　計

歳　　　　　　　　入

款 項 決　算　額

1,112,551,264

歳　　　　　　　　出
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令和２年度　岡山県造林事業等特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 国 庫 支 出 金 0
１ 国 庫 補 助 金 0

２ 財 産 収 入 37,829,000
１ 財 産 売 払 収 入 37,829,000

３ 繰 入 金 1,673,245,157
１ 一 般 会 計 繰 入 金 1,673,245,157

４ 繰 越 金 22,940,856
１ 繰 越 金 22,940,856

５ 諸 収 入 35,918,910,195
１ 貸 付 金 元 利 収 入 35,916,000,000
２ 雑 入 2,910,195

１ 農 林 水 産 業 費 37,619,986,908
１ 林 業 費 37,525,093,464
２ 公 債 費 94,893,444

歳入歳出差引残額 32,938,300 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

37,619,986,908歳　　　出　　　合　　　計

歳　　　　　　　　入

款 項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計 37,652,925,208

歳　　　　　　　　出

款 項 決　算　額
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令和２年度　岡山県林業改善資金貸付金特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 繰 入 金 0
１ 一 般 会 計 繰 入 金 0

２ 繰 越 金 185,789,686
１ 繰 越 金 185,789,686

３ 諸 収 入 453,900,302
１ 貸 付 金 元 利 収 入 453,888,170
２ 雑 入 12,132

４ 県 債 221,500,000
１ 県 債 221,500,000

１ 農 林 水 産 業 費 664,655,463
１ 林 業 費 664,655,463

歳入歳出差引残額 196,534,525 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

歳　　　出　　　合　　　計 664,655,463

歳　　　　　　　　入

款 項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計 861,189,988

項 決　算　額

歳　　　　　　　　出

款
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令和２年度　岡山県沿岸漁業改善資金貸付金特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 繰 入 金 107,558
１ 一 般 会 計 繰 入 金 107,558

２ 繰 越 金 339,729,665
１ 繰 越 金 339,729,665

３ 諸 収 入 19,569,979
１ 貸 付 金 元 利 収 入 19,556,000
２ 雑 入 13,979

１ 農 林 水 産 業 費 107,558
１ 水 産 業 費 107,558

歳入歳出差引残額 359,299,644 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

359,407,202

歳　　　　　　　　出

款 項 決　算　額

歳　　　出　　　合　　　計 107,558

歳　　　　　　　　入

款 項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計
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令和２年度　岡山県中小企業支援資金貸付金特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

1 繰 越 金 1,874,727,841
１ 繰 越 金 1,874,727,841

2 諸 収 入 646,225,440
１ 県 預 金 利 子 87,635
２ 貸 付 金 元 利 収 入 646,067,805
３ 雑 入 70,000

3 県 債 99,692,000
１ 県 債 99,692,000

１ 商 工 費 731,798,787
１ 商 工 費 731,798,787

歳入歳出差引残額 1,888,846,494 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

項 決　算　額

歳　　　出　　　合　　　計 731,798,787

款 項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計 2,620,645,281

歳　　　　　　　　出

款

歳　　　　　　　　入
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令和２年度　岡山県内陸工業団地及び流通業務団地造成事業特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 財 産 収 入 356,677,018
１ 財 産 売 払 収 入 355,193,408
２ 財 産 運 用 収 入 1,483,610

２ 繰 越 金 2,653,441,747
１ 繰 越 金 2,653,441,747

１ 内 陸 ・ 流 通 団 地 856,017,886
造 成 事 業 費 １ 内陸・流通団地造成事業費 22,343,338

２ 公 債 費 833,674,548

歳入歳出差引残額 2,154,100,879 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

3,010,118,765

歳　　　　　　　　出

款 項 決　算　額

歳　　　出　　　合　　　計 856,017,886

歳　　　　　　　　入

款 項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計
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令和２年度　岡山県公共用地等取得事業特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 繰 入 金 988,920,072
１ 一 般 会 計 繰 入 金 932,756,792
２ 土 地 開 発 基 金 繰 入 金 56,163,280

２ 繰 越 金 580,207,911
１ 繰 越 金 580,207,911

１ 道路等用地取得費 892,138,228
１ 道 路 等 用 地 取 得 費 892,138,228

２ 公共用地等取得費 72,425,232
１ 公 共 用 地 等 取 得 費 72,425,232

歳入歳出差引残額 604,564,523 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

1,569,127,983

歳　　　　　　　　出

款 項 決　算　額

歳　　　出　　　合　　　計 964,563,460

歳　　　入　　　合　　　計

歳　　　　　　　　入

款 項 決　算　額
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令和２年度　岡山県後楽園特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 使用料及び手数料 121,953,169
１ 使 用 料 121,953,169

２ 財 産 収 入 85,000
１ 財 産 売 払 収 入 85,000

３ 繰 入 金 130,604,000
１ 一 般 会 計 繰 入 金 130,604,000

４ 繰 越 金 9,554,195
１ 繰 越 金 9,554,195

５ 諸 収 入 8,664,834
１ 雑 入 8,664,834

１ 後 楽 園 費 261,738,265
１ 後 楽 園 費 261,738,265

歳入歳出差引残額 9,122,933 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

261,738,265歳　　　出　　　合　　　計

項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計 270,861,198

歳　　　　　　　　出

款 項 決　算　額

款

歳　　　　　　　　入
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令和２年度　岡山県港湾整備事業特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 使用料及び手数料 333,898,041
１ 使 用 料 333,898,041

２ 財 産 収 入 715,706,888
１ 財 産 売 払 収 入 212,308,710
２ 財 産 運 用 収 入 503,398,178

３ 繰 入 金 199,975,913
１ 一 般 会 計 繰 入 金 199,975,913

４ 繰 越 金 2,699,095,232
１ 繰 越 金 2,699,095,232

５ 諸 収 入 472,740,117
１ 雑 入 472,740,117

６ 県 債 2,198,800,000
１ 県 債 2,198,800,000

１ 土 木 費 4,402,927,902
１ 港 湾 費 330,875,022
２ 臨 海 土 地 造 成 費 2,113,662,004
３ 公 債 費 1,958,390,876

歳入歳出差引残額 2,217,288,289 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

項 決　算　額

歳　　　出　　　合　　　計 4,402,927,902

歳　　　　　　　　入

款 項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計 6,620,216,191

歳　　　　　　　　出

款
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令和２年度　岡山県収入証紙等特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 証 紙 収 入 2,867,260,065
１ 証 紙 収 入 2,867,260,065

２ 証 紙 代 金 収 納 2,290,299,600
計 器 収 入 １ 証紙代金収納計器収入 2,290,299,600

３ 繰 入 金 120,786,915
１ 一 般 会 計 繰 入 金 120,786,915

４ 繰 越 金 241,630,671
１ 繰 越 金 241,630,671

１ 証 紙 費 2,991,504,021
１ 証 紙 管 理 費 2,991,504,021

２ 証 紙 代 金 収 納 2,354,858,965
計 器 費 １ 証紙代金収納計器管理費 2,354,858,965

歳入歳出差引残額 173,614,265 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

5,346,362,986歳　　　出　　　合　　　計

項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計 5,519,977,251

歳　　　　　　　　出

款 項 決　算　額

歳　　　　　　　　入

款
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令和２年度　岡山県用品調達特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 用 品 収 入 179,379,407
１ 用 品 収 入 179,379,407

２ 財 産 収 入 4,801,588
１ 財 産 売 払 収 入 4,801,588

３ 繰 越 金 4,132,707
１ 繰 越 金 4,132,707

１ 用 品 調 達 費 174,398,084
１ 調 達 費 174,398,084

歳入歳出差引残額 13,915,618 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

款 項 決　算　額

歳　　　出　　　合　　　計 174,398,084

歳　　　　　　　　入

款 項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計 188,313,702

歳　　　　　　　　出
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令和２年度　岡山県公債管理特別会計歳入歳出決算書
（単位：円）

１ 繰 入 金 122,900,285,440
１ 一 般 会 計 繰 入 金 102,417,924,829
２ 特 別 会 計 繰 入 金 3,832,360,611
３ 基 金 繰 入 金 16,650,000,000

２ 県 債 100,083,390,000
１ 県 債 100,083,390,000

１ 公 債 費 222,983,675,440
１ 公 債 費 222,983,675,440

歳入歳出差引残額 0 円

う ち 基 金 繰 入 額 － 円

222,983,675,440

項 決　算　額

歳　　　入　　　合　　　計 222,983,675,440

歳　　　　　　　　出

款 項 決　算　額

歳　　　出　　　合　　　計

款

歳　　　　　　　　入
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五
三
七

地
方
独
立
行
政
法
人
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ

第
四
期
中
期
目
標
を
次
の
と
お
り
公

〔
〕

ー

表
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

地
方
独
立
行
政
法
人
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
第
４
期
中
期
目
標

第
３
期
中
期
目
標
の
総
括
に
つ
い
て

地
方
独
立
行
政
法
人
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
は
，
第
２
期
中
期
目
標
期
間
に
引
き
続
き
，

理
事
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
，
職
員
一
丸
と
な
っ
て
地
方
独
立
行
政
法
人
制
度
の
特
長

，
，

。
を
十
分
に
い
か
し

機
動
的
・
戦
略
的
な
運
営
体
制
の
あ
り
方
を
追
求
し

改
革
を
継
続
し
て
い
る

公
立
病
院
と
し
て
，
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
に
基
づ
く
司
法
精
神
入
院
棟
を
運
営
し
，
民
間

病
院
で
は
実
施
困
難
な
児
童
・
思
春
期
精
神
科
医
療
，
薬
物
等
依
存
症
医
療
，
発
達
障
害
児
（
者
）

に
対
す
る
治
療
の
充
実
な
ど
，
高
い
専
門
性
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
「
依
存
症
対
策
総
合
支
援
事

，

業
「
難
治
性
精
神
疾
患
地
域
移
行
促
進
事
業
「
子
ど
も
の
心
の
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
等

」
」

を
受
託
し
，
先
進
医
療
普
及
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
，
身
体
・
精
神
合
併
症
患
者
へ
の
適
切

な
支
援
を
行
う
た
め
総
合
病
院
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
，
2
4
時
間
3
6
5
日
の
救
急
対
応
を

実
施
し
，
精
神
科
救
急
医
療
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
な
ど
，
積
極
的
に
使
命
を
果
た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
，
令
和
２
年
３
月
に
「
災
害
拠
点
精
神
科
病
院
」
の
指
定
を
受
け
，
平
時
か
ら
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
等
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
及
び
技
能
維
持
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
，
地
域
の
医
療
や
福
祉
・
行
政
等
の
関
係
機
関
と
積
極
的
に
連
携
し
，
入
院
医
療
か
ら
地
域

移
行
・
地
域
定
着
の
取
組
を
推
進
し
た
。

第
１

基
本
的
な
役
割

「
岡
山
県
保
健
医
療
計
画
「
岡
山
県
障
害
福
祉
計
画
」
等
に
基
づ
き
，
公
立
病
院
と
し
て
，
健

」

全
な
運
営
の
下
で
，
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
精
神
科
医
療
を
実
現
す
る
こ
と
，
及
び
幅
広
く
関
係
機

関
と
の
連
携
を
進
め
，
精
神
保
健
，
医
療
，
福
祉
，
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
基
本
的
役
割

と
す
る
。

第
２

中
期
目
標
の
期
間

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月
3
1
日
ま
で
の
５
年
間
と
す
る
。

第
３

県
民
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項

県
民
の
た
め
の
病
院
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
，
県
民
が
必
要
と
す
る
良
質
な
医
療
を
提
供
す

る
た
め
，
次
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
。

１
精
神
科
医
療
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
の
発
揮

①
政
策
的
医
療
（
公
的
医
療
機
関
に
求
め
ら
れ
る
医
療
）
の
推
進

精
神
科
医
療
の
中
核
病
院
と
し
て
，
良
質
で
高
度
な
精
神
科
医
療
を
提
供
し
，
精
神
科
救
急

医
療
，
心
神
喪
失
者
等
医
療
観
察
法
や
新
た
な
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
の
政
策
的
医
療
の
推
進

に
努
め
る
こ
と
。

②
重
点
的
に
取
り
組
む
医
療

入
院
医
療
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
と
定
着
を
促
進
す
る
精
神
医
療
を
目
指
す
中
で
，
急
性

期
を
中
心
と
し
た
精
神
科
医
療
領
域
の
医
療
連
携
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
，
あ
ら
ゆ
る

領
域
の
精
神
科
医
療
に
取
り
組
む
中
で
，
児
童
・
思
春
期
精
神
疾
患
や
発
達
障
害
，
治
療
抵
抗

性
の
あ
る
患
者
へ
の
対
応
，
依
存
症
へ
の
対
応
な
ど
，
専
門
的
な
領
域
に
お
い
て
，
高
度
で
先

進
的
な
医
療
提
供
体
制
の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

災
害
な
ど
重
大
な
危
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
，
災
害
拠
点
精
神
科
病
院
と
し
て
，
県
が
実

施
す
る
災
害
対
策
に
協
力
し
，
必
要
な
精
神
科
医
療
を
提
供
す
る
た
め
，
持
続
可
能
な
危
機
管

理
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
「
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
」
の
中
心
的

，
）

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
。
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③
県
内
の
精
神
科
医
療
水
準
の
向
上

精
神
科
医
療
従
事
者
研
修
，
医
療
・
研
究
機
関
と
連
携
し
た
調
査
・
研
究
，
関
係
機
関
へ
の

助
言
等
を
率
先
し
て
行
う
と
と
も
に
，
精
神
科
臨
床
研
修
を
通
じ
，
専
門
性
が
高
い
精
神
科
医

の
養
成
に
取
り
組
む
な
ど
，
県
内
の
精
神
科
医
療
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

，
，

，
ま
た

精
神
科
救
急
や
自
殺
対
策
を
含
む
う
つ
病
対
策

身
体
疾
患
を
有
す
る
精
神
障
害
者

高
齢
の
精
神
疾
患
患
者
へ
の
対
応
な
ど
に
お
い
て
，
外
来
・
デ
イ
ケ
ア
・
訪
問
支
援
等
の
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
，
他
の
入
院
医
療
機
能
，
在
宅
医
療
機
能
と
の
連
携
を
行
い
，
必
要

な
人
材
の
確
保
を
行
う
こ
と
。

さ
ら
に
，
遠
隔
診
療
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
進
め
，
精
神
科
医
療
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
。

④
精
神
科
医
療
及
び
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
知
識
の
普
及

地
域
に
開
か
れ
た
病
院
と
し
て
，
精
神
疾
患
や
精
神
障
害
者
に
対
す
る
県
民
の
理
解
を
深
め

る
た
め
，
医
療
の
提
供
だ
け
で
な
く
，
幅
広
く
普
及
啓
発
に
取
り
組
み
，
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
推
進
し
，
お
互
い
が
人
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
，
支
え
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
て
寄

与
す
る
こ
と
。

２
患
者
の
尊
厳
を
重
視
し
た
医
療
の
提
供

精
神
科
医
療
に
お
い
て
は
，
特
に
，
患
者
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
，
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
最
大

限
の
配
慮
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
，
法
令
等
の
遵
守
は
も
と
よ
り
，
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
な
が
ら
，
患
者
や
家

族
等
へ
の
医
療
の
情
報
開
示
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

３
医
療
の
質
及
び
安
全
の
確
保

①
医
療
水
準
の
向
上

大
学
病
院
等
と
の
連
携
に
よ
り
診
断
と
必
要
な
医
療
の
提
供
を
行
う
こ
と
。
ま
た
，
医
療
ニ

ー
ズ
や
医
療
環
境
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
医
師
を
は
じ
め
優
れ
た
医
療
従
事
者
の

確
保
，
養
成
に
努
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
，
公
立
病
院
と
し
て
，
高
度
化
し
た
医
療
に
対
応
す
る

と
と
も
に
，
精
神
・
神
経
疾
患
の
治
療
等
に
対
す
る
中
心
的
な
機
能
を
果
た
し
，
精
神
科
医
療

水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

②
医
療
安
全
対
策
の
徹
底
・
検
証

医
療
事
故
を
未
然
に
防
止
し
，
患
者
が
安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
る
安
全
・
安
心
な
医
療

環
境
を
提
供
す
る
た
め
，
医
療
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
，
そ
の
実
施
効
果
に
つ
い
て

検
証
に
努
め
る
こ
と
。

４
患
者
の
自
立
と
社
会
参
加
へ
向
け
て
の
取
組
の
強
化

①
地
域
移
行
・
生
活
支
援
の
た
め
の
体
制
整
備

「
入
院
医
療
中
心
か
ら
地
域
生
活
中
心
へ
」
の
改
革
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
，
入
院
医
療
の

質
の
向
上
を
図
り
退
院
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
，
地
域
移
行
に
向
け
た
支
援
及
び
生
活

を
支
え
る
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

②
地
域
医
療
連
携
の
強
化

患
者
が
よ
り
適
正
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
，
精
神
科
医
療
機
関
と
の
連
携
に
と
ど
ま
ら

ず
，
地
域
の
医
療
機
関
と
の
病
診
・
病
病
連
携
の
更
な
る
推
進
を
図
る
こ
と
。

③
在
宅
医
療
充
実
の
た
め
の
体
制
整
備

精
神
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
の
中
で
主
体
的
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
，
医
療
・
保
健
・

福
祉
の
関
係
者
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
居
住
支
援
関
係

者
も
含
め
た
関
係
機
関
と
の
重
層
的
な
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
，
通
所
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

な
く
，
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
な
ど
，
多
職
種
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
，
在
宅
医
療
充
実
の

た
め
の
体
制
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
。
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第
４

業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
事
項

地
方
独
立
行
政
法
人
制
度
の
趣
旨
を
十
分
に
生
か
し
て
，
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
病
院
機
能
の
見

直
し
な
ど
，
柔
軟
か
つ
効
率
的
に
，
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
病
院
経
営
戦
略
を
構
築
す
る
と
と
も

に
，
自
己
決
定
・
自
己
責
任
に
よ
る
業
務
運
営
の
不
断
の
見
直
し
を
行
い
，
よ
り
一
層
効
率
的
な
業

務
運
営
を
行
う
こ
と
。

第
５

財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項

公
立
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
経
営
基
盤
を
強
化
で
き
る
よ
う
，
業
務
運
営

の
改
善
及
び
効
率
化
を
さ
ら
に
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
，
中
期
目
標
期
間
中
の
財
務
内
容
の
充
実
を

図
る
こ
と
。

第
６

そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

公
立
病
院
と
し
て
継
続
的
に
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
，
次
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
計
画
的
に

実
施
す
る
こ
と
。

１
施
設
及
び
医
療
機
器
の
整
備
に
関
す
る
計
画

医
療
需
要
，
医
療
技
術
の
進
展
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
，
施
設
及
び
医
療
機
器
の
整
備
を
適

切
に
実
施
す
る
こ
と
。

２
適
正
な
就
労
環
境
の
整
備
と
人
事
管
理

職
員
が
充
実
感
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
日
常
業
務
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
，
定
期
的
に
職
員
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
実
施
す
る
な
ど
，
就
労
環
境
の
整
備
に
努
め
，
ま
た
，
職

員
の
業
務
能
力
を
的
確
に
反
映
し
た
人
事
管
理
に
努
め
る
こ
と
。

３
情
報
管
理
の
徹
底

職
員
一
人
ひ
と
り
が
個
人
情
報
等
を
保
護
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
，
そ
の
管
理
を
徹
底

さ
せ
る
こ
と
。
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〔
五
三
八
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦

覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
鴨
方
店

所
在
地

浅
口
市
鴨
方
町
鴨
方
二
二
二
三
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

三
菱
Ｈ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
プ
ロ
パ
テ
ィ
株
式
会
社

住
所

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
六
番
五
号

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

船
橋

啓
二

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）

名
称

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品

住
所

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
〇
番
一
号

第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

宇
野

正
晃

（
変
更
後
）

名
称

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品

住
所

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
〇
番
一
号

第
一
福
岡
ビ
ル
Ｓ
館
四
階

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

横
山

英
昭

４

変
更
年
月
日

令
和
三
年
八
月
二
十
四
日

二

届
出
年
月
日

令
和
三
年
十
二
月
十
五
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
四
年
四
月
二
十
五
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
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〔

〕

（

）

、

五
三
九

土
地
収
用
法

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
事
業
の
準
備
の
た
め
の
土
地
立
入
り
を
許
可
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

二

事

業

の

種

類

百
十
ｋ
Ｖ
特
別
高
圧
架
空
送
電
線
路

玉
野
三

線
新
設
工
事

蟠

三

立
入
り
の
目
的

調
査
及
び
測
量

四

立
入
り
の
期
間

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
四
年
九
月
三
十
日
ま
で

五

立
ち
入
ろ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

岡
山
県
岡
山
市
南
区
郡
字
西
松
尾
、
字
中
松
尾
、
字
東
松
尾
、
字
清
水
谷
、
字
巌
石
、
字
松

、

、

、

、

、

、

、

山

字
道
違

字
相
撲
場

字
東
奥

字
城
山

字
城
山
下

字
隅
床

字
東
泉
坊
、
字
高
山
、
字
高
山
下
、
字
寺
岡
、
字
中
須
賀
、
字
極
楽

〃

〃

〃

飽
浦
字
寺
上
、
字
龍
向
寺
、
字
真
肌
、
字
下
焼
山
、
字
新
五
郎
谷
、
字
水

遊
川
、
字
鳶
ノ
巣
、
字
宮
ノ
上
、
字
宮
ノ
前
、
字
岩
戸
嶽
、
字
梶
畑
、
字

山
本
、
字
山
本
辻
、
字
一
本
松
、
字
大
濱
、
字
隅
床

〃

〃

〃

北
浦
字
奥
ノ
池
、
字
中
ノ
山
、
字
尺
之
山

〃

〃

〃

宮
浦
字
西
干
川
、
字
飽
浦
境

〃

玉
野
市
八
浜
町
見
石
字
北
佐
古
、
字
寺
尾
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〔

〕

（

）

、

五
四
〇

土
地
収
用
法

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号

第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
事
業
の
準
備
の
た
め
の
土
地
立
入
り
を
許
可
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

起
業
者
の
名
称

中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社

二

事

業

の

種

類

六
十
六
ｋ
Ｖ
特
別
高
圧
架
空
送
電
線
路

日
比
線
Ｎ
ｏ
．
八
～
十
経
年
鉄
塔
建

替
工
事

三

立
入
り
の
目
的

調
査
及
び
測
量

四

立
入
り
の
期
間

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
四
年
九
月
三
十
日
ま
で

五

立
ち
入
ろ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

岡
山
県
玉
野
市
長
尾
字
岡
ノ
上
、
字
池
尻

〃

〃

迫
間
字
西
奧
ケ
市

〃

〃

玉
原
一
丁
目
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〔
五
四
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
福
井
字
中
畑
九
七

六

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
北
区
福
崎
九
一

一

－

長
谷

勇
人

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
月
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
五
四
号
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〔
五
四
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
北
溝
手
字
山
崎
東
ノ
丁
二
八

七

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
西
阿
知
町
西
原
七
九
四

一
ガ
ー
デ
ン
三
宅
ハ
イ
ツ
Ａ
棟
二
〇
一
号
室

－

横
張

晋
史

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
一
月
九
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
九
一
号
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〔
五
四
三
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

落
札
物
品
の
名
称
及
び
数
量

ノ
ー
ト
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
知
事
部
局
）

二
九
三
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
出
納
局
用
度
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
十
一
月
十
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

岡
山
支
社
岡
山
第
二
営
業
部

岡
山
市
北
区
下
中
野
二
三
六
番
地
の
六

五

落
札
金
額

、

、

（

、

、

）

三
九

五
二
三

六
四
九
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三

五
九
三

〇
五
九
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

入
札
公
告
日

令
和
三
年
十
月
十
五
日
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〔
五
四
四
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

落
札
物
品
の
名
称
及
び
数
量

ノ
ー
ト
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
教
育
庁
）

三
二
九
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
出
納
局
用
度
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
十
一
月
十
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
両
備
シ
ス
テ
ム
ズ

岡
山
市
南
区
豊
成
二

七

一
六

－
－

五

落
札
金
額

、

、

（

、

、

）

二
五

九
九
一

六
五
八
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
二

三
六
二

八
七
八
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

入
札
公
告
日

令
和
三
年
十
月
十
五
日
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〔
五
四
五
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

調
達
件
名

加
入
電
話
及
び
携
帯
電
話
へ
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
調
達

二

契
約
期
間

令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
装
備
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
十
二
月
九
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
丁
目
三
番
一
号

六

落
札
金
額

一
年
当
た
り
一
六
、
二
五
〇
、
四
五
四
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
一
、
四
七
七
、
三
一
四
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
三
年
十
月
十
二
日
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     １
 

調
達

内
容

 

 
(
1
)
 
購

入
等

件
名

 

 
 
 
 
 
 
岡

山
県

企
業

局
施

設
で

使
用

す
る

電
気

の
調

達
 

 
(
2
)
 
仕

様
等

 

 
 

 
 
入

札
説

明
書

に
よ

る
。

 

 
(
3
)
 
納

入
期

間
 

 
 
 
 
 
 
令

和
４

年
４

月
１

日
か

ら
令

和
７

年
３

月
3
1
日

ま
で

 

 
(
4
)
 
納

入
場

所
及

び
予

定
数

量
 

 

施
 

設
 

名
 

 

 

所
 

在
 

地
 

 

納
入

期
間

に
 

お
け

る
使

用
 

予
定

電
力

量
 

西
之

浦
浄

水
場

 
倉

敷
市

連
島

町
西

之
浦

5
9
1
2
－

３
 

1
4
,
2
4
4
,
0
0
0
k
W
h
 

亀
島

配
水

場
 

倉
敷

市
水

島
南

亀
島

町
１

－
3
7
 

1
9
,
5
8
4
,
0
0
0
k
W
h
 

鶴
新

田
浄

水
場

 
倉

敷
市

連
島

町
鶴

新
田

1
2
0
0
 

1
5
,
9
9
3
,
0
0
0
k
W
h
 

西
阿

知
取

水
場

 
倉

敷
市

西
阿

知
町

西
原

 
1
2
9
,
0
0
0
k
W
h
 

塩
生

加
圧

ポ
ン

プ
場

 
倉

敷
市

児
島

塩
生

2
7
6
7
－

7
9
 

5
9
4
,
0
0
0
k
W
h
 

船
穂

揚
水

機
場

 
倉

敷
市

船
穂

町
船

穂
7
4
6
－

２
 

7
,
1
1
0
,
0
0
0
k
W
h
 

笠
岡

浄
水

場
 

笠
岡

市
金

浦
4
5
4
 

4
,
7
2
8
,
0
0
0
k
W
h
 

発
電

総
合

管
理

事
務

所
 

岡
山

市
北

区
芳

賀
5
3
1
4
 

2
7
9
,
0
0
0
k
W
h
 

(
5
)
 
入

札
方

法
 

 
 

 
入

札
に

当
た

っ
て

は
，
(
4
)
の

８
施

設
を

一
括

で
一

入
札

単
位

と
す

る
。
入

札
説

明
書

に
示

す
方

法
に

従
っ

て
計

算
し

た
，
施

設
ご

と
の

３
年

間
の

参
考

総
価

金
額

の
８

施
設

分
の

合
計

金
額

を
も

っ
て

，
入

札
金

額
と

す
る

こ
と

。
 

 
(
6
)
 
そ

の
他

 

 
(
4
)
の

使
用

予
定

電
力

量
は

，
令

和
２

年
４

月
か

ら
令

和
３

年
３

月
ま

で
の

使
用

実
績

等
に

基

づ
く

も
の

で
あ

り
，

天
候

等
に

よ
り

変
動

す
る

。
 

２
 

競
争

入
札

参
加

資
格

 

次
に

掲
げ

る
要

件
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
者

と
す

る
。

 

 
 
(
1
)
 
令

和
３

年
度

に
県

が
発

注
す

る
物

品
の

調
達

契
約

で
あ

っ
て

地
方

公
共

団
体

の
物

品
等

又
は

特

定
役

務
の

調
達

手
続

の
特

例
を

定
め

る
政

令
（

平
成

７
年

政
令

第
3
7
2
号

）
の

規
定

が
適

用
さ

れ
る

契
約

に
係

る
競

争
入

札
に

参
加

す
る

者
に

必
要

な
資

格
（

物
品

の
売

買
，
修

理
等

の
調

達
契

約
に

係
る

競
争

入
札

の
参

加
資

格
，
資

格
審

査
の

申
請

手
続

等
（

令
和

３
年

岡
山

県
告

示
第

3
9
号

。
以

下
「

資
格

告
示

」
と

い
う

。
）

に
定

め
る

資
格

を
い

う
。

）
を

得
て

い
る

者
で

，
格

付
区

分
が

Ａ

で
あ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 

 
(
2
)
 
地

方
自

治
法

施
行

令
（

昭
和

2
2
年

政
令

第
1
6
号

）
第

1
6
7
条

の
４

第
２

項
の

規
定

に
該

当
し

な
い

者
で

あ
る

こ
と

。
 

 
(
3
)
 
こ

の
公

告
の

日
か

ら
落

札
者

が
決

定
す

る
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

，
物

品
の

売
買

，
修

理
等

の

契
約

に
係

る
一

般
競

争
入

札
（

条
件

付
）
参

加
資

格
者

の
資

格
審

査
要

領
（

令
和

３
年

岡
山

県
告

示
第

3
5
4
号

）
の

規
定

に
よ

る
入

札
参

加
の

停
止

の
措

置
を

受
け

て
い

る
者

で
な

い
こ

と
。

 

◎
岡
山
県
企
業
局
公
告
第
四
号 

 

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
実
施
す

る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者 

 

片 
 

山 
 

誠 
 

一 
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(
4
)
 
こ

の
公

告
の

日
か

ら
落

札
者

が
決

定
す

る
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

，
物

品
の

売
買

，
修

理
等

の

契
約

に
係

る
一

般
競

争
入

札
（

条
件

付
）
参

加
除

外
等

要
領

に
基

づ
く

入
札

参
加

除
外

の
措

置
を

受
け

て
い

る
者

で
な

い
こ

と
。

 

 
(
5
)
 
民

事
再

生
法
（

平
成

1
1
年

法
律

第
2
2
5
号

）
に

基
づ

く
再

生
手

続
開

始
の

申
立

て
が

な
さ

れ
て

い

る
者

又
は

会
社

更
生

法
（

平
成

1
4
年

法
律

第
1
5
4
号

）
に

基
づ

く
更

生
手

続
開

始
の

申
立

て
が

な

さ
れ
て
い
る
者
（

再
生

手
続

開
始

の
決

定
又

は
更

生
手

続
開

始
の
決

定
を
受

け
て
い
る
者

を
除

く
。
）

で
な

い
こ

と
。

 

 
(
6
)
 
電

気
事

業
法
（

昭
和

3
9
年

法
律

第
1
7
0
号

）
第

２
条

の
２

の
規

定
に

よ
る

小
売

電
気

事
業

の
登

録

を
受

け
て

い
る

者
で

あ
る

こ
と

。
 

 
(
7
)
 
二

酸
化

炭
素

排
出

係
数

（
調

整
後

排
出

係
数

）
，

未
利

用
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
，

再
生

可
能

エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
及

び
需

要
家

へ
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー
・
節

電
に

関
す

る
情

報
提

供
の

取
組

に
関

し
，

入
札

説
明

書
で

示
す

入
札

参
加

条
件

を
満

た
し

て
い

る
者

で
あ

る
こ

と
。

 

 
(
8
)
 
岡

山
県

建
設

工
事

等
暴

力
団

対
策

会
議

運
営

要
領

に
基

づ
く

指
名

除
外

の
措

置
を

受
け

て
い

る

者
で

な
い

こ
と

。
 

３
 

競
争

入
札

参
加

資
格

の
申

請
手

続
 

こ
の

一
般

競
争

入
札

へ
の

参
加

を
希

望
す

る
者

で
，
２

(
1
)
の

資
格

を
得

て
い

な
い

も
の

は
，
資

格

告
示

に
基

づ
き

申
請

手
続

を
行

う
こ

と
。

 

 
(
1
)
 
申

請
書

の
入

手
先

，
提

出
先

及
び

問
い

合
わ

せ
先

 

 
 

 
〒

7
0
0
－

8
5
7
0
 

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号
 

 
 

 
岡

山
県

出
納

局
用

度
課

管
理

班
 

 
 

 
電

話
（

0
8
6
）

2
2
6
－

7
5
3
8
 

 
 
(
2
)
 
申

請
書

の
提

出
期

限
 

 
 

 
令

和
４

年
１

月
2
5
日

（
火

）
 

正
午

 

４
 

契
約

条
項

を
示

す
場

所
等

 

 
(
1
)
 
契

約
条

項
を

示
す

場
所

，
入

札
説

明
書

等
の

交
付

場
所

及
び

問
い

合
わ

せ
先

 

〒
7
0
3
－

8
2
7
8
 

岡
山

市
中

区
古

京
町

一
丁

目
７

番
3
6
号

 

岡
山

県
企

業
局

総
務

企
画

課
経

理
班

 

電
話

（
0
8
6
）

2
2
6
－

7
5
4
3
 

 
 
(
2
)
 
入

札
説

明
書

等
の

交
付

期
間

及
び

交
付

方
法

 

 
 
 
 
ア

 
交

付
期

間
 

令
和

３
年

1
2
月

2
4
日
（

金
）
か

ら
令

和
４

年
１

月
2
5
日
（

火
）
ま

で
（

岡
山

県
の

休
日

を
定

め
る

条
例
（

平
成

元
年

岡
山

県
条

例
第

２
号

）
第

１
条

第
１

項
に

規
定

す
る

県
の

休
日

を
除

く
。
）

の
午

前
９

時
か

ら
午

後
５

時
ま

で
 

 
 
 
 
イ

 
交

付
方

法
 

 
 

 
 

(
1
)
の

場
所

に
て

交
付

す
る

。
ま

た
，

岡
山

県
企

業
局

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
 

 
 

 
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
i
t
e
/
1
4
/
）

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

こ
と

も
で

き
る

。
 

 
(
3
)
 
入

札
書

の
提

出
方

法
 

 
 
 
 
 
 
入

札
書

の
提

出
は

，
持

参
又

は
郵

便
若

し
く

は
信

書
便

に
よ

る
送

付
（

以
下

「
郵

送
等

」
と

い

う
。

）
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
(
4
)
 
入

札
及

び
開

札
の

日
時

及
び

場
所

 

 
 

ア
 

入
札

日
時

 

 
 

 
 

令
和

４
年

２
月

９
日

（
水

）
 

午
後

３
時

 

 
 

 
 

た
だ

し
，

郵
送

等
に

よ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
，

令
和

４
年

２
月

８
日

（
火

）
午

後
５

時
を

受
 

 
 

領
期

限
と

す
る

。
 

 
 

イ
 

場
所
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岡
山

市
中

区
古

京
町

一
丁

目
７

番
3
6
号

 

岡
山

県
企

業
局

第
２

会
議

室
（

岡
山

県
庁

分
庁

舎
３

階
）

 

 
 

ウ
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

持
参

の
場

合
に

あ
っ

て
は

，
入

札
開

始
前

及
び

開
札

開
始

後
に

お
い

て
は

，
入

札
書

の
提

出

を
受

け
付

け
な

い
。

 

５
 

入
札

者
に

要
求

さ
れ

る
事

項
 

 
 
 
 
こ

の
一

般
競

争
入

札
に

参
加

を
希

望
す

る
者

は
，
入

札
書

を
４

(
4
)
ア

の
期

限
ま

で
に

提
出

す
る

と

と
も

に
，
一

般
競

争
入

札
（

条
件

付
）
参

加
資

格
確

認
申

請
書

及
び

入
札

説
明

書
で

指
定

す
る

必
要

書
類

を
令

和
４

年
１

月
2
5
日
（

火
）
午

後
５

時
ま

で
に

，
４

(
1
)
の

場
所

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

 

 
 
ま

た
，

入
札

参
加

希
望

者
は

，
契

約
担

当
者

か
ら

提
出

し
た

書
類

等
に

関
し

説
明

を
求

め
ら

れ
た

場
合

は
，

そ
れ

に
応

じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

６
 

そ
の

他
 

 
(
1
)
 
入

札
及

び
契

約
手

続
に

お
い

て
使

用
す

る
言

語
及

び
通

貨
 

 
 

 
日

本
語

及
び

日
本

国
通

貨
 

 
(
2
)
 
入

札
保

証
金

 

 
 
 
 
 
 
岡

山
県

財
務

規
則
（

昭
和

6
1
年

岡
山

県
規

則
第

８
号

）
第

1
3
1
条

及
び

第
1
3
3
条

の
規

定
に

よ
る

。
 

(
3
)
 
契

約
保

証
金

 

 
 
 
 
 
 
岡

山
県

財
務

規
則

第
1
5
3
条

及
び

第
1
5
5
条

の
規

定
に

よ
る

。
 

 
(
4
)
 
入

札
の

無
効

 

こ
の

公
告

に
示

し
た

競
争

入
札

参
加

資
格

の
な

い
者

の
し

た
入

札
，
入

札
者

に
求

め
ら

れ
る

義

務
を

履
行

し
な

か
っ

た
者

の
し

た
入

札
そ

の
他

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
4
0
条

各
号

に
掲

げ
る

入
札

に
係

る
入

札
書

は
，

無
効

と
す

る
。

 

 
(
5
)
 
契

約
書

作
成

の
要

否
 

 
 
 
 
 
 
要

 

 
 
(
6
)
 
落

札
者

の
決

定
方

法
 

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
3
7
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
決

定
さ

れ
た

予
定

価
格

の
制

限
の

範
囲

内

で
最

低
の

価
格

を
も

っ
て

有
効

な
入

札
を

行
っ

た
者

を
落

札
者

と
す

る
。

 

 
(
7
)
 
契

約
に

お
け

る
特

約
事

項
 

当
該

契
約

に
係

る
歳

入
歳

出
予

算
の

減
額

又
は

削
除

が
あ

っ
た

場
合

は
，

岡
山

県
企

業
局

は
，

こ
の

契
約

を
解

除
す

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

 
(
8
)
 
そ

の
他

 

 
 
 
 
 
 
詳

細
は

，
入

札
説

明
書

に
よ

る
。

 

７
 

S
u
m
m
a
r
y
 
 

 
(
1
)
 
N
a
t
u
r
e
 
a
n
d
 
q
u
a
n
t
i
t
y
 
o
f
 
t
h
e
 
p
r
o
d
u
c
t
s
 
t
o
 
b
e
 
p
u
r
c
h
a
s
e
d
 
:
 
 

 
 

 
E
l
e
c
t
r
i
c
i
t
y
 
f
o
r
 
P
u
b
l
i
c
 
E
n
t
e
r
p
r
i
s
e
s
 
B
u
r
e
a
u
 

 
 

 
6
2
,
6
6
1
,
0
0
0
k
W
h
 

 
(
2
)
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
p
e
r
i
o
d
 
:
 

 
 

 
F
r
o
m
 
１

 
A
p
r
i
l
,
 
2
0
2
2
 
t
h
r
o
u
g
h
 
3
1
 
M
a
r
c
h
,
 
2
0
2
5
 

 
(
3
)
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
p
l
a
c
e
 
:
 

 
 
 
 
 
 
N
i
s
h
i
n
o
u
r
a
 
W
a
t
e
r
 
P
u
r
i
f
i
c
a
t
i
o
n
 
P
l
a
n
t
 

 
 
 
 
 
 
5
9
1
2
－

３
 
N
i
s
h
i
n
o
u
r
a
,
 
T
s
u
r
a
j
i
m
a
－

c
h
o
,
 
K
u
r
a
s
h
i
k
i
－

s
h
i
 

K
a
m
e
j
i
m
a
 
W
a
t
e
r
 
D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
 
S
t
a
t
i
o
n
 

１
－

3
7
 
M
i
z
u
s
h
i
m
a
m
i
n
a
m
i
k
a
m
e
j
i
m
a
－

c
h
o
,
 
K
u
r
a
s
h
i
k
i
－

s
h
i
 

 
 
 
 
 
 
T
s
u
r
u
s
h
i
n
d
e
n
 
W
a
t
e
r
 
P
u
r
i
f
i
c
a
t
i
o
n
 
P
l
a
n
t
 

 
 
 
 
 
 
1
2
0
0
 
T
s
u
r
u
s
h
i
n
d
e
n
,
 
T
s
u
r
a
j
i
m
a
－

c
h
o
,
 
K
u
r
a
s
h
i
k
i
－

s
h
i
 

N
i
s
h
i
a
c
h
i
 
W
a
t
e
r
 
I
n
t
a
k
e
 
S
t
a
t
i
o
n
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N
i
s
h
i
b
a
r
a
,
 
N
i
s
h
i
a
c
h
i
－

c
h
o
,
 
K
u
r
a
s
h
i
k
i
－

s
h
i
 

S
h
i
o
n
a
s
u
 
P
r
e
s
s
u
r
e
 
P
u
m
p
 
S
t
a
t
i
o
n
 

2
7
6
7
－

7
9
 
K
o
j
i
m
a
s
h
i
o
n
a
s
u
,
 
K
u
r
a
s
h
i
k
i
－

s
h
i
 

F
u
n
a
o
 
I
r
r
i
g
a
t
i
o
n
 
P
u
m
p
i
n
g
 
S
t
a
t
i
o
n
 

7
4
6
－

２
 
F
u
n
a
o
,
 
F
u
n
a
o
－

c
h
o
,
 
K
u
r
a
s
h
i
k
i
－

s
h
i
 

K
a
s
a
o
k
a
 
W
a
t
e
r
 
P
u
r
i
f
i
c
a
t
i
o
n
 
P
l
a
n
t
 

4
5
4
 
K
a
n
a
u
r
a
,
 
K
a
s
a
o
k
a
－

s
h
i
 

P
o
w
e
r
 
P
l
a
n
t
 
G
e
n
e
r
a
l
 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 
O
f
f
i
c
e
 

5
3
1
4
 
H
a
g
a
,
 
K
i
t
a
－

k
u
,
 
O
k
a
y
a
m
a
－

s
h
i
 

 
(
4
)
 
T
i
m
e
 
l
i
m
i
t
 
f
o
r
 
t
e
n
d
e
r
 
:
 

 
 

 
３

:
0
0
 
P
.
M
.
 
9
 
F
e
b
r
u
a
r
y
,
 
2
0
2
2
（

b
y
 
m
a
i
l
 
５

:
0
0
 
P
.
M
.
 
8
 
F
e
b
r
u
a
r
y
,
 
2
0
2
2
）

 

 
(
5
)
 
C
o
n
t
a
c
t
 
p
o
i
n
t
 
f
o
r
 
t
h
e
 
n
o
t
i
c
e
 
:
 

 
 

 
G
e
n
e
r
a
l
 
A
f
f
a
i
r
s
 
a
n
d
 
P
l
a
n
n
i
n
g
 
D
i
v
i
s
i
o
n
,
 
P
u
b
l
i
c
 
E
n
t
e
r
p
r
i
s
e
s
 
B
u
r
e
a
u
,
 
 

O
k
a
y
a
m
a
 
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
 

１
－

７
－

3
6
 
F
u
r
u
g
y
o
－

c
h
o
,
 
N
a
k
a
－

k
u
,
 
O
k
a
y
a
m
a
－

s
h
i
,
 
O
k
a
y
a
m
a
－

k
e
n
,
 
 

 
 

7
0
3
－

8
2
7
8
,
 
J
a
p
a
n
 

 
 

 
 
T
E
L
 
0
8
6
－

2
2
6
－

7
5
4
3
（

d
i
r
e
c
t
 
d
i
a
l
i
n
g
）
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
岡
山
県
条
例
第
三
十
五
号
）

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
の
う
ち
第
十
一
条
第
一
項
第
八
号
の
休
暇
を
取
得
す
る

職
員
の
業
務
を
処
理
す
る
こ
と
を
職
務
内
容
と
す
る
も
の

第
十
一
条
第
一
項
第
十
六
号
中
「

平
成
十
五
年
岡
山
県
条
例
第
三
十
五
号

」
を
削
る
。

（

）

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
令
和
元
年
岡
山
県
人
事
委
員

会
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

十
一

会
計
年
度
任
用
職
員
（
一
週
間
の
勤
務
日
数
が
三
日
以
上
と
さ
れ
て
い
る
者
又
は
週
以
外
の

期
間
に
よ
っ
て
勤
務
日
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
者
で
一
年
間
の
勤
務
日
数
が
百
二
十
一
日
以
上
で

あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
六
月
以
上
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
又
は
六
月
以
上
継
続
勤
務
し

て
い
る
も
の
に
限
る

）
が
不
妊
治
療
に
係
る
通
院
等
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る

。

と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
会
計
年
度
に
お
い
て
五
日
（
当
該
通
院
等
が
体
外
受
精
又
は
顕
微
授

精
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
日
）
の
範
囲
内
の
日
又
は
時
間

十
二

六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
以
内
に
出
産
す
る
予
定
で
あ
る
女

性
の
会
計
年
度
任
用
職
員
が
申
し
出
た
場
合

出
産
の
日
ま
で
の
申
し
出
た
期
間

十
三

女
性
の
会
計
年
度
任
用
職
員
が
出
産
し
た
場
合

出
産
の
日
の
翌
日
か
ら
八
週
間
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
期
間
（
産
後
六
週
間
を
経
過
し
た
女
性
の
会
計
年
度
任
用
職
員
が
就
業
を
申
し
出
た

場
合
に
お
い
て
医
師
が
支
障
が
な
い
と
認
め
た
業
務
に
就
く
期
間
を
除
く

）
。

十
四

会
計
年
度
任
用
職
員
（
一
週
間
の
勤
務
日
数
が
三
日
以
上
と
さ
れ
て
い
る
者
又
は
週
以
外
の

期
間
に
よ
っ
て
勤
務
日
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
者
で
一
年
間
の
勤
務
日
数
が
百
二
十
一
日
以
上
で

あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
六
月
以
上
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
又
は
六
月
以
上
継
続
勤
務
し

て
い
る
も
の
に
限
る

）
が
妻
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者

。

を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ

）
の
出
産
に
伴
い
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら

。

れ
る
場
合

会
計
年
度
任
用
職
員
の
妻
の
出
産
に
係
る
入
院
等
の
日
か
ら
当
該
出
産
の
日
後
二
週

間
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
け
る
二
日
の
範
囲
内
の
日
又
は
時
間

十
五

会
計
年
度
任
用
職
員
（
一
週
間
の
勤
務
日
数
が
三
日
以
上
と
さ
れ
て
い
る
者
又
は
週
以
外
の

期
間
に
よ
っ
て
勤
務
日
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
者
で
一
年
間
の
勤
務
日
数
が
百
二
十
一
日
以
上
で

あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
六
月
以
上
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
又
は
六
月
以
上
継
続
勤
務
し

て
い
る
も
の
に
限
る

）
の
妻
が
出
産
す
る
場
合
で
あ
っ
て
そ
の
出
産
予
定
日
の
六
週
間
（
多
胎

。

妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
前
の
日
か
ら
当
該
出
産
の
日
後
八
週
間
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
期
間
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
出
産
に
係
る
子
（
勤
務
時
間
規
則
第
三
条
の
二
の
二

第
一
項
に
お
い
て
子
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ

）
又
は
小
学
校
就
学

。

の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
（
妻
の
子
を
含
む

）
を
養
育
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
が
、
こ
れ

。

ら
の
子
の
養
育
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

当
該
期
間
内
に

お
け
る
五
日
の
範
囲
内
の
日
又
は
時
間

第
十
二
条
第
二
項
中
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
一
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
号

ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
九
号
」
を
「
第
一
項

第
十
一
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
並
び
に
前
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
十
号

選
考
を
任
命
権
者
に
委
任
す
る
職
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

選
考
を
任
命
権
者
に
委
任
す
る
職
の
範
囲

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
職
の
選
考
を
任
命
権
者
に
委
任
す
る
。

一

非
常
勤
の
職
（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
岡
山
県
条
例

第
三
十
五
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
任
期
を
定
め
た
採
用
に
よ
り
任
用
さ
れ
る
者
を
も
っ
て
充
て

る
職
を
除
く

）
へ
の
採
用

。

二

県
費
負
担
の
学
校
栄
養
職
員
及
び
小
中
学
校
事
務
職
員
の
職
に
現
に
任
用
さ
れ
て
い
る
者
を
も

っ
て
充
て
よ
う
と
す
る
他
の
地
方
公
共
団
体
の
県
費
負
担
の
学
校
栄
養
職
員
及
び
小
中
学
校
事
務

職
員
の
職
へ
の
採
用

三

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
六
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
任
期
を
定
め
た
採
用
に
よ
り
任
用
さ
れ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
職
へ
の
採
用

四

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
第
三
条
に
規
定
す
る
任
期
を
定
め
た
採
用
に

よ
り
任
用
さ
れ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
職
の
う
ち
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る

規
則
（
昭
和
三
十
五
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
八
号
の
休
暇

を
取
得
す
る
職
員
の
業
務
を
処
理
す
る
こ
と
を
職
務
内
容
と
す
る
職
へ
の
採
用

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
公
示
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
関
係
公
示
の
廃
止
）

２

令
和
二
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
三
号
は
、
廃
止
す
る
。

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
号 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会 

委 
 

員 
 

長 
 

 

大 
 

 

林 
 

 

裕 
 

 

一 
 

 
 

 

政
党
の
支
部 

 
 

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
と
み
な
さ
れ
る
政
党
の
支
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

公
職
の
種
類 

一
以
上
の
市
町
村
等 

 
 

政
治
団
体
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

会
計
責
任
者
の
氏
名 

 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

（
第
一
号
） 

の
区
域
を
単
位
と
し 

 

届
出
年
月
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
設
け
ら
れ
る
支
部 

 

      

国
民
民
主
党
岡
山
県
総
支
部
連
合
会 

 

      

川 

合 

孝 

典 

 

髙 

橋 
 

 

徹 

ラ
イ
ズ
ビ
ル
２
階 

岡
山
市
中
区
円
山
一
一
八
サ
ン

 

参
議
院
議
員 

  
 

 
 

〇 

 

令
和
三 

・
一
一
・
三
〇 
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
一
号 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会 

委 
 

員 
 

長 
 

 

大 
 

 

林 
 

 

裕 
 

 

一 
 

 
 

 

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
） 

 
 

政
治
団
体
の
名
称 

 
 

 
 

代
表
者
の
氏
名 

 

異
動
事
項 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

新 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

旧 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

異
動
年
月
日 

 
 

 
 

  

太
田
え
い
じ
後
援
会 

佐
藤
博
文
後
援
会 

中
国
電
力
労
働
組
合
政
治
連

盟
岡
山
統
括
本
部 

日
本
薬
業
政
治
連
盟
岡
山
県

支
部 

 

 

太 

田 

栄 

司 

髙 

原 
 

 

亮 

板 
 

 

茂 

雄 

 
三 
好 

 
 

潤 

会
計
責
任
者
の
氏
名 

代
表
者
の
氏
名 

会
計
責
任
者
の
氏
名 

 

代
表
者
の
氏
名 

市 

川 

智 

弘 

髙 

原 
 

 

亮 

市 

川 

智 

弘 

 

三 

好 
 

 

潤 

西 

﨑 

知 

佳 

佐 

藤 

昭 

督 

西 

﨑 

知 

佳 

 

兒 

嶋 

俊 

和 

令
和
三 

・
一
一
・
一
二 

〃 
 

 
 

一
一
・ 

一 

〃 
 

 
 

一
一
・
一
二 

 

〃 
 

 
 

一
〇
・ 

一 
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
二
号 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会 

委 
 

員 
 

長 
 

 

大 
 

 

林 
 

 

裕 
 

 

一 
 

 
 

一 

政
党
の
支
部 

 
 

政
治
団
体
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

解
散
年
月
日 

二 

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
） 

 
 

政
治
団
体
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

解
散
年
月
日 

 

自
由
民
主
党
岡
山
県
支
部
連
合
会
小
田
郡
支
部 

小 

塚 

郁 

夫 

令
和
三 

・
一
一
・
三
〇 

新
し
い
岡
山
フ
ォ
ー
ラ
ム 

池
田
道
孝
後
援
会 

日
本
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム 

     

髙 

井 

崇 

志 

渡 

辺 
 

 

昇 

中 

島 

禎 

孝 

 
 

 
 

 

令
和
三 

・
一
一
・
一
七 

〃 
 

 
 

一
一
・
三
〇 

〃 
 

 
 

一
一
・
一
七 
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◎
岡
山
県
監
査
公
表
第
七
号 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し

た
令
和
三
年
度
の
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
を
、
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表

す
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岡
山
県
監
査
委
員 

 

柳 
 

田 
 

 
 

 

哲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
監
査
委
員 

 

市 
 

村 
 

 
 

 

仁 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岡
山
県
監
査
委
員 

 

浅 
 

間 
 

義 
 

正 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
監
査
委
員 

 

飛 
 

山 
 

美 
 

保 
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１ 監査の概要 

 (1) 監査等の種類     財務監査 

 (2) 監査の対象 

   ① 監査対象年度     令和２年度 

  ② 監査対象機関           137機関 

     （内 訳） 

       知事部局          34機関 

     諸局・企業会計        ６機関 

        教育委員会            74機関 

       公安委員会            23機関 

   ③ 監査実施機関          監査対象137機関のすべてについて監査を実施した。 

 (3) 監査の着眼点 

財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理が法令に適合し，適正で，

経済的，効率的かつ効果的に行われ，その組織及び運営の合理化に努めているか。 

  (4) 監査の実施内容 

監査に当たっては，岡山県監査委員監査基準（令和２年３月27日岡山県監査公

表第５号）に準拠し，次のとおり実施した。 

  ① 事前調査 

        監査事務局職員が，あらかじめ監査実施機関に出向き，関係諸帳簿及び証拠書

類を確認・照合するとともに，当該機関の職員から説明を聴取して調書にまとめ，

監査委員へ提出した。なお，新型コロナウイルス感染症の拡大状況に鑑み，出向

いての調査を予定していた出先機関の一部を書面による調査に変更し，必要に応

じ当該機関の職員から説明を聴取して調書にまとめ，監査委員へ提出した。 

    ② 監査委員監査 

   ア 実地監査（52機関） 

         監査委員が，監査実施機関に出向き，①の調書の内容を踏まえ，当該機関の

職員から説明を聴取するとともに，当該機関から提出された監査資料等及び監

査調書に基づいて監査を行った。なお，新型コロナウイルス感染症の拡大に伴

う緊急事態宣言が発令されていた状況に鑑み，東京事務所，大阪事務所の２機

関についてはＷｅｂ会議システムを使用した対面による監査を行った。 

     イ 書面監査（85機関） 

         監査委員が，①の調書の内容を踏まえ，監査実施機関から提出された監査資

料等及び監査調書に基づいて監査を行った。 

２ 監査の結果 

上記により監査した限りにおいて，監査の対象となった事務がおおむね法令に適

合し，適正で，経済的，効率的かつ効果的に行われ，その組織及び運営の合理化に

努めていることを確認した。 

  (1) 総括的事項 

    ①  監査を実施した137機関のうち，20機関について42件の改善を要すると認められ

る事案（指摘事項）があった。これは，前年度の27機関・45件に比べ，機関数，
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件数ともに減少している。 

  ② 指摘事項のうち収入未済額に係る25件に関しては，14件について未収額が減少

しているものの，10件については未収額が増加，１件については増減がなかった。

また，未収額が減少したもの及び増減がなかったものについても，なお多額の未

収額が残っている。 

  ③ 収入未済以外の指摘事項に関しては，岡山県財務規則その他の財務・会計に関

する諸規程に反すると認められるもの，また，このような事務処理の誤りの結果，

対外的に影響が生じていると認められるものがあった。 

  ④ 指摘事項に至らないが，書類の整備や物品の管理手続等に問題があり，是正す

べきと認められるもの（注意・指導事項）は63機関で314件あり，前年度の64機関

・332件に比べ，機関数，件数ともに減少している。 

 

監査実施機関 監査年月日 

指摘 

 

事項 

区 分 

実地 書面 

 

知 

 

事 

 

部 

 

局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知事直轄・総合政策局・総務部 令和３年10月21日 － ○  

 

 

 

 

 

 

消防学校 令和３年８月２日 － ○  

東京事務所 令和３年８月24日 － 
○ 

(Web) 
 

県立記録資料館 令和３年８月27日 － ○  

県民生活部 令和３年11月８日 有 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

岡南飛行場管理事務所 令和３年７月29日 － ○  

岡山空港管理事務所 令和３年８月３日 － ○  

消費生活センター 令和３年８月27日 － ○  

男女共同参画推進センター 令和３年８月20日 － ○  

環境文化部 令和３年11月９日 － ○  

 

 
環境保健センター 令和３年８月５日 － ○  
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県立美術館 令和３年８月25日 － ○  

保健福祉部 令和３年11月５日 有 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉相談センター（中央児童

相談所を含む。） 

令和３年８月20日 

 
有 ○  

倉敷児童相談所 令和３年８月５日 － ○  

津山児童相談所 令和３年８月18日 有 ○  

県立成徳学校 令和３年８月16日 有 ○  

健康の森学園 令和３年６月16日 －  ○ 

産業労働部 令和３年11月５日 有 ○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪事務所 令和３年８月17日 － 
○ 

(Web) 
 

工業技術センター 令和３年８月３日 有 ○  

南部高等技術専門校 令和３年８月６日 － ○  

北部高等技術専門校 令和３年８月30日 － ○  

北部高等技術専門校美作校 令和３年８月30日 － ○  

農林水産部 令和３年10月29日 － ○  

 

 

 

 

農林水産総合センター 令和３年８月31日 有 ○  

県営食肉地方卸売市場 令和３年９月30日 － ○   

土木部 令和３年11月９日 有 ○ 
 

 

 

 
後楽園事務所 令和３年８月16日 － ○  
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出納局 令和３年10月27日 － ○   

備前県民局（東備地域事務所を含

む。） 

令和３年10月18日 

 
有 ○  

備中県民局（井笠，高梁，新見地

域事務所を含む。） 

令和３年10月14日 

 

 

 

有 ○  

 

 
水島港湾事務所 － ○   

美作県民局（真庭，勝英地域事務

所を含む。） 

令和３年10月６日 

 
有 ○  

 

諸 

 

局 

 

等 

 

 

 

 

 

 

議会事務局 令和３年11月４日 有 ○  

人事委員会事務局 令和３年11月10日 － ○   

労働委員会事務局 令和３年11月４日 － ○   

監査事務局 令和３年10月27日 － ○   

企業局 令和３年７月15日 有 ○  

土木部都市局（流域下水道事業会

計） 

令和３年７月15日 

 
－ ○   

 

教 

 

育 

 

委 

 

員 

 

会 

 

 

教育庁 令和３年10月29日 有 ○  

岡山教育事務所 令和３年７月13日 －  ○ 

津山教育事務所 令和３年８月２日 －  ○ 

総合教育センター 令和３年６月15日 －  ○ 

生涯学習センター 令和３年６月15日 －  ○ 

県立図書館 令和３年６月16日 －  ○ 
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県立博物館 令和３年７月28日 －  ○ 

古代吉備文化財センター 令和３年８月18日 －  ○ 

岡山朝日高等学校 令和３年７月28日 －  ○ 

岡山操山高等学校（中学校を含

む。） 
令和３年８月４日 －  ○ 

岡山芳泉高等学校 令和３年７月14日 －  ○ 

岡山一宮高等学校 令和３年７月26日 －  ○ 

岡山城東高等学校 令和３年８月11日 －  ○ 

西大寺高等学校 令和３年７月９日 －  ○ 

瀬戸高等学校 令和３年７月28日 －  ○ 

高松農業高等学校 令和３年７月28日 －  ○ 

興陽高等学校 令和３年６月17日 －  ○ 

瀬戸南高等学校 令和３年７月９日 －  ○ 

岡山工業高等学校 令和３年７月13日 －  ○ 

東岡山工業高等学校 令和３年７月29日 －  ○ 

岡山東商業高等学校 令和３年６月16日 －  ○ 

岡山南高等学校 令和３年７月29日 －  ○ 

岡山御津高等学校 令和３年６月11日 －  ○ 

倉敷青陵高等学校 令和３年８月10日 有  ○ 
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倉敷天城高等学校（中学校を含

む。） 

令和３年７月９日 

 
－  ○ 

倉敷南高等学校 令和３年７月９日 －  ○ 

倉敷古城池高等学校 令和３年７月28日 －  ○ 

倉敷中央高等学校 令和３年７月29日 －  ○ 

玉島高等学校 令和３年７月27日 － ○   

倉敷鷲羽高等学校 令和３年６月28日 －  ○ 

倉敷工業高等学校 令和３年７月28日 －  ○ 

水島工業高等学校 令和３年７月14日 －  ○ 

倉敷商業高等学校 令和３年７月28日 －  ○ 

玉島商業高等学校 令和３年６月24日 －  ○ 

津山高等学校（中学校を含む。） 令和３年７月30日 － ○   

津山東高等学校 令和３年８月18日 －  ○ 

津山工業高等学校 令和３年７月26日 －  ○ 

津山商業高等学校 令和３年７月９日 －  ○ 

玉野高等学校 令和３年７月28日 －  ○ 

玉野光南高等学校 令和３年８月19日 －  ○ 

笠岡高等学校 令和３年７月28日 －  ○ 

笠岡工業高等学校 令和３年６月14日 －  ○ 
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笠岡商業高等学校 令和３年７月26日 －  ○ 

井原高等学校 令和３年７月28日 －  ○ 

総社高等学校 令和３年６月10日 －  ○ 

総社南高等学校 令和３年６月28日 －  ○ 

高梁高等学校 令和３年８月26日 有  ○ 

高梁城南高等学校 令和３年６月22日 －  ○ 

新見高等学校 令和３年６月24日 有  ○ 

備前緑陽高等学校 令和３年７月９日 －  ○ 

邑久高等学校 令和３年７月26日 － ○   

勝山高等学校 令和３年７月29日 －  ○ 

真庭高等学校 令和３年８月18日 － ○   

林野高等学校 令和３年７月30日 － ○   

鴨方高等学校 令和３年７月26日 －  ○ 

和気閑谷高等学校 令和３年７月13日 －  ○ 

矢掛高等学校 令和３年６月７日 －  ○ 

勝間田高等学校 令和３年８月４日 －  ○ 

烏城高等学校 令和３年７月28日 －  ○ 

岡山大安寺中等教育学校 令和３年８月10日 －  ○ 

岡山盲学校 令和３年６月24日 －  ○ 

令和３年１２月２４日　岡山県公報　第１２３５６号



- 8 -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山聾学校 令和３年６月14日 －  ○ 

岡山支援学校 令和３年７月29日 －  ○ 

岡山西支援学校 令和３年６月15日 －  ○ 

岡山東支援学校 令和３年７月26日 －  ○ 

岡山南支援学校 令和３年７月９日 －  ○ 

岡山瀬戸高等支援学校 令和３年７月13日 －  ○ 

倉敷まきび支援学校 令和３年６月15日 －  ○ 

倉敷琴浦高等支援学校 令和３年８月10日 －  ○ 

西備支援学校 令和３年７月28日 －  ○ 

健康の森学園支援学校 令和３年６月16日 －  ○ 

東備支援学校 令和３年８月２日 － ○   

早島支援学校 令和３年６月28日 －  ○ 

誕生寺支援学校 令和３年６月16日 －  ○ 

 

公 

 

安 

 

委 

 

員 

 

会 

 

 

警察本部 令和３年11月８日 有 ○   

岡山中央警察署 令和３年７月13日 －  ○ 

岡山東警察署 令和３年７月14日 －  ○ 

岡山西警察署 令和３年８月11日 －  ○ 

岡山南警察署 令和３年７月29日 － ○   

岡山北警察署 令和３年７月27日 － ○   
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赤磐警察署 令和３年８月２日 －  ○ 

備前警察署 令和３年７月21日 －  ○ 

瀬戸内警察署 令和３年７月26日 － ○   

玉野警察署 令和３年７月26日 －  ○ 

児島警察署 令和３年９月２日 有  ○ 

倉敷警察署 令和３年８月６日 － ○   

水島警察署 令和３年７月９日 －  ○ 

玉島警察署 令和３年７月13日 －  ○ 

笠岡警察署 令和３年７月14日 －  ○ 

井原警察署 令和３年７月19日 － ○   

総社警察署 令和３年８月２日 －  ○ 

高梁警察署 令和３年８月２日 －  ○ 

新見警察署 令和３年８月２日 －  ○ 

真庭警察署 令和３年７月12日 －  ○ 

津山警察署 令和３年８月２日 －  ○ 

美作警察署 令和３年８月18日 －  ○ 

美咲警察署 令和３年８月２日 －  ○ 

  

 (2) 個別的事項（指摘事項） 

    ○ 知事部局 

      ① 県民生活部 

    ア 本庁 
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・雑入（自立促進資金貸付金償還金）の収入未済額について，総額は減少し

ているものの，なお多額の未収額があり，さらなる改善が必要である。 

 

        雑入（自立促進資金貸付金償還金）収入未済状況 

令和元年度末      15,093,217円 
    

 

 

 

 

 

令和２年度末 14,203,547円 

比 較 増 減     △889,670円 

        

      ② 保健福祉部 

    ア 本庁 

・収入未済額について，雑入（看護学生奨学資金貸付金返還金）及び母子父

子寡婦福祉資金貸付金については総額は減少しているものの，雑入（児童

扶養手当返納金）については増加している。また，総額が減少した項目に

ついても，なお多額の未収額があり，併せてさらなる改善が必要である。 

 

雑入(看護学生奨学資金貸付金返還金)収入未済状況 

令和元年度末       3,599,400円 

令和２年度末       1,403,000円 

比 較 増 減     △2,196,400円 

 

        雑入（児童扶養手当返納金）収入未済状況 

令和元年度末       1,471,220円 

令和２年度末      1,935,740円 

比 較 増 減 464,520円 

         

母子父子寡婦福祉資金貸付金収入未済状況 

令和元年度末       6,659,115円 

令和２年度末       6,371,550円 
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比 較 増 減        △287,565円 

     

イ 福祉相談センター 

・収入未済額について，児童保護弁償金に係る延滞金については総額は減少

しているものの，児童保護弁償金については増加している。また，総額が

減少した項目についても，なお多額の未収額があり，併せてさらなる改善

が必要である。 

 

        児童保護弁償金収入未済状況 

令和元年度末       3,786,440円 

令和２年度末       4,285,460円 

比 較 増 減        499,020円 

 

児童保護弁償金に係る延滞金収入未済状況 

令和元年度末       1,476,000円 

令和２年度末       1,310,600円 

比 較 増 減        △165,400円 

 

    ウ 津山児童相談所 

・児童保護弁償金の収入未済額について，総額は減少しているものの，なお

多額の未収額があり，さらなる改善が必要である。 

 

児童保護弁償金収入未済状況 

令和元年度末       9,825,080円 

令和２年度末       9,312,950円 

比 較 増 減        △512,130円 

  

    エ 県立成徳学校 

・前年度の注意・指導事項のうち，調定額の算出基礎又は算出金額が適正でな
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いものについて，本年度の監査においても，行政財産の使用許可（職員駐車

場）に係る使用料の算出に当たり，徴収対象外である職員について，徴収

し収入していたものが認められた。 

 

   ③ 産業労働部 

    ア 本庁 

・中小企業支援資金貸付金の収入未済額について，総額は減少しているもの

の，なお多額の未収額があり，さらなる改善が必要である。 

 

中小企業支援資金貸付金収入未済状況 

令和元年度末      469,585,362円 

令和２年度末      456,828,726円 

比 較 増 減     △12,756,636円 

 

イ 工業技術センター 

・消耗品に係る支出について，支出負担行為決議書兼支出命令書の入力内容

に誤りがあり，正しく入力し直したが，誤りの伝票の取消処理が漏れてい

たため，二重払となったものが認められた。 

・前年度の注意・指導事項のうち，支出の積算基礎又は算出金額が適正でな

いものについて，本年度の監査においても，短時間勤務会計年度任用職員

の報酬に係る支出について，旅費（通勤費用）は別途支給しているが，報

酬に旅費を含めた額で支給したため，旅費が二重払になったものが認めら

れた。 

 

④ 農林水産部 

    ア 農林水産総合センター 

・同一の修繕事業について，二重払をしたものが認められた。 

・生物科学研究所内で使用していた県有重要物品である「リアルタイムＰ

ＣＲ解析システム」１台の亡失が認められた。 

 

   ⑤ 土木部 

    ア 本庁 

・土木使用料（住宅使用料）の収入未済額について，総額は減少しているも

のの，なお多額の未収額があり，さらなる改善が必要である。 

              

土木使用料（住宅使用料）収入未済状況 
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令和元年度末       48,160,490円 

令和２年度末       46,101,831円 

比 較 増 減      △2,058,659円 

 

   ⑥ 備前県民局 

    ア 本局 

・収入未済額について，母子父子寡婦福祉資金貸付金及び農業改良資金貸付

金については総額は減少しているものの，県税（滞納繰越分），県税関係

諸収入（延滞金，加算金）及び雑入（生活保護費返還金・徴収金外）につ

いては増加している。また，総額が減少した項目についても，なお多額の

未収額があり，併せてさらなる改善が必要である。 

 

県税（滞納繰越分）収入未済状況 

令和元年度末      679,875,307円 

令和２年度末      696,612,021円 

比 較 増 減     16,736,714円 

 

県税関係諸収入（延滞金，加算金）収入未済状況 

令和元年度末      79,212,771円 

令和２年度末      81,746,690円 

比 較 増 減     2,533,919円 

 

雑入（生活保護費返還金・徴収金外)収入未済状況 

令和元年度末      3,631,632円 

令和２年度末      3,729,273円 

比 較 増 減     97,641円 
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母子父子寡婦福祉資金貸付金収入未済状況 

令和元年度末      9,709,760円 

令和２年度末      9,520,032円 

比 較 増 減     △189,728円 

 

農業改良資金貸付金収入未済状況 

令和元年度末      26,664,762円 

令和２年度末      25,034,762円 

比 較 増 減     △1,630,000円 

   

・前年度の注意・指導事項のうち，必要な契約書，請書のないもの又はその

内容が適正でないものについて，本年度の監査においても，堤防監視業務

の委託契約書について，契約解除の条件及び四半期ごとに支払うとされて

いる委託料の額が記載されていないものが認められた。 

 

      ⑦ 備中県民局 

    ア 本局 

・収入未済額について，雑入（生活保護費返還金・徴収金）については総額

は減少しているものの，雑入（霞橋側道橋放火に係る原因者負担金）につ

いては総額の増減はなく，母子父子寡婦福祉資金貸付金及び農業改良資金

貸付金については増加している。いずれの項目についても，なお多額の未

収額があり，併せてさらなる改善が必要である。 

 

雑入（生活保護費返還金・徴収金)収入未済状況 

令和元年度末      4,235,178円 

令和２年度末      2,602,878円 

比 較 増 減     △1,632,300円 

 

母子父子寡婦福祉資金貸付金収入未済状況 
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令和元年度末      6,102,159円 

令和２年度末      6,389,555円 

比 較 増 減       287,396円 

 

農業改良資金貸付金収入未済状況 

令和元年度末      6,097,907円 

令和２年度末      6,108,226円 

比 較 増 減     10,319円 

 

雑入（霞橋側道橋放火に係る原因者負担金）収入未済状況 

令和元年度末      3,567,040円 

令和２年度末      3,567,040円 

比 較 増 減     0円 

 

    イ 新見地域事務所 

・令和元年度の消耗品の支払について，正当債権者でない者に支出してい

たことが，令和２年度に正当債権者からの申し出により判明したものが

認められた。 

 

   ⑧ 美作県民局 

    ア 本局 

・収入未済額について，雑入（スラッジ撤去処理処分費用）及び雑入（生活

保護費返還金・徴収金外)については総額は減少しているものの，県税関係

諸収入（延滞金，加算金）については増加している。また，総額が減少し

た項目についても，なお多額の未収額があり，併せてさらなる改善が必要

である。 

 

雑入（スラッジ撤去処理処分費用）収入未済状況 

令和元年度末      2,187,000円 
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令和２年度末      2,172,000円 

比 較 増 減     △15,000円 

 

県税関係諸収入（延滞金，加算金）収入未済状況 

令和元年度末      3,892,992円 

令和２年度末      5,190,038円 

比 較 増 減     1,297,046円 

 

雑入（生活保護費返還金・徴収金外)収入未済状況 

令和元年度末      6,156,955円 

令和２年度末      3,487,130円 

比 較 増 減     △2,669,825円 

 

・落札決定後に応札者からの指摘により設計書に違算があることが判明

し，落札決定を取り消したものが認められた。 

 

イ 真庭地域事務所 

・ＰＨＳ及び携帯電話の公衆電話基地局の機器の稼働に要する電気料金に

ついて，年額により金額を定めている場合は，年度当初に調定し４月末

日までに収入すべきところ，調定事務を怠り，翌々年度に２年分を収入

処理しているものが認められた。 

・雑入（ガードレール修繕に係る費用弁償）の収入未済額が新たに発生して

おり，改善が必要である。 

 

雑入（ガードレール修繕に係る費用弁償）収入未済状況 

令和元年度末      0円 

令和２年度末      1,832,000円 

比 較 増 減     1,832,000円 
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    ウ 勝英地域事務所 

・コピー用紙代について，債権者の確認を怠り，誤って別の業者へ支払をし，

支払を受けた業者からの連絡により判明したものが認められた。 

・前年度の注意・指導事項のうち，支出関係で適正でないものについて，本

年度の監査においても，特定鳥獣専門指導員の報酬について，支出予定額

を超えて執行しているものが認められた。 

 

○ 諸局等 

  ① 議会事務局 

・議会バス運行管理業務委託について，予定価格が県の規則で定める額を超え

ているにもかかわらず，随意契約をしているものが認められた。 

 

   ② 企業局 

・営業未収金（給水料金）の収入未済額について，総額が増加し，多額の未収

額があり，さらなる改善が必要である。 

 

営業未収金（給水料金）収入未済状況 

令和元年度末      76,228,931円 

令和２年度末      78,841,720円 

比 較 増 減     2,612,789円 

 

○ 教育委員会 

   ① 教育庁 

・高等学校等奨学金貸付金の収入未済額について，総額は減少しているものの

なお多額の未収額があり，さらなる改善が必要である。 

 

高等学校等奨学金貸付金収入未済状況 

令和元年度末      55,986,591円 

令和２年度末      26,698,952円 

比 較 増 減     △29,287,639円 

 

     ② 倉敷青陵高等学校 
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・生徒の保護者へ給付する災害共済給付金について，給付対象の生徒と同姓同

名の，別の生徒の保護者へ誤って給付し，正当な受給者からの連絡により判

明したものが認められた。 

      ③ 高梁高等学校 

・グラウンド法面改修工事について，進行管理を怠り，適切な事務処理が行え

ず，不適正な契約を締結しているものが認められた。 

   ④ 新見高等学校 

・生産物売払収入について，納入義務者への納入通知書の送付漏れのため，納

期限後に収入しているものが認められた。    

 

    ○ 公安委員会 

     ① 警察本部 

      ・諸収入（放置違反金等）の収入未済額について，総額は減少しているものの，

なお多額の未収額があり，さらなる改善が必要である。 

 

諸収入（放置違反金等）収入未済状況 

令和元年度末      3,945,300円 

令和２年度末      2,264,300円 

比 較 増 減     △1,681,000円 

        

・留置者の医療費について，債権者の確認を怠り，請求書記載の医療機関と同

一名称の別の医療機関に支出しているものが認められた。 

     ② 児島警察署 

      ・物品の支払について，債権者でない業者に支払をしているものが認められた。 

      

３ 所見 

  (1) 財務事務の適正化について 

      前年度の監査の結果に対する意見において，適正かつ効率的な財務事務の執行を

求めていたが，本年度の監査では，指摘事項，注意・指導事項とも該当機関数及び

件数が減少しており，全体としては一定の改善が見られたところである。 

   しかしながら，指摘事項，注意・指導事項の件数自体は高い水準にあり，一部に

は件数が大幅に増加した機関もあるなど，依然として財務事務の適正な執行が徹底

されていないものと見受けられる。 

   こうした状況の要因としては，それぞれの機関において定期監査の結果を踏まえ

た改善に向けての取組が全職員に十分に浸透しておらず，全庁的にも情報の共有が

十分でないことが考えられる。本年度は, 前年度から始まった会計年度任用職員に
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関する事務処理の不備が見受けられたことから，担当職員が適切に事務処理をでき

るような仕組みやルールづくりについて，もう一段の工夫を加える必要がある。特

にデジタル技術が進む中で，そうした技術の活用による知識の習得とともに事務の

進行管理を適切に行うことのできるチェック方法の確立により指摘事項等が防止で

き，大幅な改善につながると考えられる。 

こうした監査結果の趣旨を全庁的に徹底し，財務事務の適正かつ効率的な執行に

一層努められたい。 

また，財産関係では，前年度よりも減少しているものの，公用車による交通事故

での亡失損傷が引き続き多くの機関で発生しており，発生件数自体も高止まりして

いる。事故の原因についても，前年度と同様にバック時の接触事故等不注意による

自損事故が多くを占めている上，原因が不明のものもあり，各機関での安全運転教

育及び公用車の適正な管理に対する意識の徹底を図るとともに，全庁的に「県の保

有する財産は県民が保有する財産である。」との再認識を持つ取組を行うことによ

り，より一層の事故の発生防止に努められたい。 

なお，内部統制制度については，財務監査においても運用上の不備の報告漏れ

が見受けられたことなどから，職員に対し，内部統制の目的に対する意識の徹底

と浸透を図るとともに，重要性に対する認識を高めることにより，主体的な取組

を促進し，制度がより効果的に運用されるよう取り組まれたい。 

 

 (2) 収入未済の解消等について 

   税及び税外収入に係る収入未済の解消については，収入未済のある機関の大半で

未収額が減少しており，新型コロナウイルス感染症に係る県税の徴収猶予の特例制

度を考慮すれば，全体で１億を超える縮減が見られたところであり，多くの機関で

債権回収の取組が成果を上げているものと認められる。しかしながら，なお多額の

未収額があることから，県民負担の不公平感を払拭し，適正に財源を確保する観点

に立って，法的手段等の活用による徹底した債権管理を行うとともに，個々の実情

に応じたきめ細かな措置も適切に講じることにより，収入未済の早期解消に努めら

れたい。 

   また，本年度の監査において，未収額が増加した機関もあることから，新たな未

収金を発生させないよう適時適切な対応に努められたい。 
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